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プロローグ

音楽による人づくりを進めてきた

マーチングの町藤沢町。

その象徴である

「東北選抜マーチングフェスティバル」は

少子化や厳しい財政事情による

自主事業の自粛から

昨秋、27年の歴史を閉じた。

「マーチングの灯を消さないでほしい」

「子どもたちに発表の場を」

立ち上がった父母や音楽関係者。

全町から聞こえてきた継続を望む声。

「2007ふじさわマーチング＆コンサート」は

多くの人の願いを受けて

11月３日、町民体育館で開かれた。

四半世紀にわたり築かれてきた

マーチングの歴史は今、

地域や住民へと託され

新たな一歩を踏み出した。

エピローグからプロローグへ�

自立する本町の音楽シーンを追いながら

音楽によるまちづくり、

そして人づくりについて考えてみる。
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「
２
０
０
７
ふ
じ
さ
わ
マ
ー
チ
ン
グ

＆
コ
ン
サ
ー
ト
」は
文
化
の
日
の
十
一

月
三
日
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
、
園

児
か
ら
一
般
ま
で
百
八
十
七
人
が
出
演
、

手
づ
く
り
の
温
か
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
詰

め
か
け
た
大
勢
の
音
楽
フ
ァ
ン
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

律
動
、躍
動
、

そ
し
て
感
動

心
に
残
る
音
楽
祭

マ
ー
チ
ン
グ
の
灯
を
消
し
た
く
な
い�

二
十
七
年
の
歴
史
を
閉
じ
た

東
北
選
抜
か
ら
一
年
。

町
民
手
づ
く
り
の
温
か
い
音
楽
祭
は
、

大
き
な
感
動
の
中
、

新
し
い
歴
史
を
歩
み
始
め
た
。

����

華麗な演技
迫力の演奏
住民手づくりの
温かい音楽祭
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同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨
秋
幕
を
閉
じ

た
音
楽
の
町
藤
沢
の
象
徴「
東
北
選
抜

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
継

承
し
、
出
演
団
体
の
父
母
や
音
楽
関
係

者
が
実
行
委
員
会（
星 
昭  
宏 
会
長
）を
組

あ
き 
ひ
ろ

織
し
て
主
催
し
た
も
の
。
企
画
か
ら
運

営
ま
で
、
す
べ
て
住
民
の
手
づ
く
り
で

行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
出
演
団
体
は
町
内
か
ら
▽
ふ

じ
っ
こ
エ
ン
ジ
ェ
ル（
町
内
幼
稚
園
・
保

育
園
五
歳
児
六
十
五
人
）▽
藤
沢
小
学

校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ（
三
十

三
人
）▽
黄
海
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク

ラ
ブ（
十
人
）▽
藤
沢
中
学
校
吹
奏
楽
部

（
三
十
四
人
）▽
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ふ

じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト（
十
八
人
）�

の
五
団
体
。
町
外
か
ら
は
県
立
千
厩
高

等
学
校
吹
奏
楽
部（
二
十
七
人
）が
賛
助

出
演
し
た
。

　

午
前
十
時
半
に
開
会
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
各
団
体
が
色
鮮
や
か
な
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
で
登
場
。
第
一
部
で
は
ふ

じ
っ
こ
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
演
技
を
皮
切
り
に
、
藤
沢
小
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
、
藤
沢
中
吹
奏
楽

部
、
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
の
町

内
団
体
が
、
軽
快
な
演
奏
に
乗
っ
て
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
繰
り
広
げ
た
。

　

第
二
部
で
は
賛
助
出
演
し
た
千
厩
高

吹
奏
楽
部
が
見
事
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
披

露
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
刻
む
打
楽
器

と
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
管
楽

器
の
絶
妙
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、

�児童から一般まで総勢122人がいっしょに
奏でる「合同演奏」は藤沢ならでは。大迫力の
演奏に会場全体が一体感に包まれた
�計算された美しいフォーメーションが洗練
されたサウンドを一層引き立てた藤沢中学校
吹奏楽部
�町内幼稚園・保育園の５歳児65人で構成す
るふじっ子エンジェルは、フロアいっぱいに
元気なマーチングを披露した
�軽快なリズムに乗って、躍動感あふれる演
技で会場を沸かせた藤沢小学校マーチングバ
ンドクラブ

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
合
同
演
奏
に
は
黄
海

小
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
も
出
演
。
園
児

を
除
く
、
五
団
体
百
二
十
二
人
が「
Ｂ

Ｉ
Ｒ
Ｄ　

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」や「
海
兵
隊
」な

ど
四
曲
を
演
奏
。
大
編
成
の
迫
力
あ
る

サ
ウ
ン
ド
に
、
詰
め
か
け
た
千
人
の
音

楽
フ
ァ
ン
は
、
心
ゆ
く
ま
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
ん
で
い
た
。

��

�

�

未来を
奏でる
ハーモニー

特 集
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前の日まではすごく緊張したけど、今
日はどきどきしないでうまくできまし
た。今日は、おうちの人やお友達が
いっぱい見に来てくれたのでとてもう
れしかったです。マーチングは、お友
達といっしょに曲に合わせて演奏した
り、踊ったりできるところが楽しいで
す。これからもマーチングをしたいの
で、マーチング＆コンサートを続けて
ほしいです。

小１のとき、友達が練習する姿を見て
「かっこいいな」と思い、小２から始め
ました。チューバを担当しています。
マーチングのおもしろさは、みんなの
音や動きがビシっと決まったときの気
持ちよさ。お客さんから演奏や演技を
ほめてもらったときはとてもうれしい
です。今日は、今までで一番上手にで
きたと思います。閉会の言葉もしっか
り言えたのでよかったです。

小３から始めました。きっかけは、
マーチングを頑張るお姉ちゃんを見て、
「かっこいい」と思ったからです。楽器
はチューバ(バス)を担当しています。
今日は合同演奏に出演しました。上手
に演奏できたと思います。他校の人た
ちのマーチングを見ていたら、足がム
ズムズしてきて「自分も動きたい」と思
いました。来年は他校の人たちと、
もっともっと交流を深めたいです。

���������

町の音楽家たち

星　
　

英
江
さ
ん

藤
沢
小
６
年

佐
川
美
有
希
さ
ん

黄
海
小
６
年

山
口
友
樹
乃
さ
ん

保
呂
羽
保
育
園
５
歳
児

��
藤
沢
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

��
黄
海
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

��
ふ
じ
っ
子
エ
ン
ジ
ェ
ル

　

一
九
八
〇
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
東
北
選

抜
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
自

治
体
レ
ベ
ル
が
開
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
草
分
け
と
言
え
る
。

　

藤
沢
町
の
マ
ー
チ
ン
グ
の
特
徴
は
、
年

代
、
組
織
、
地
域
の
枠
を
越
え
た
取
り
組

み
に
あ
る
。
そ
の
象
徴
が
園
児
か
ら
一
般

ま
で
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
演
奏
・
演
技

す
る「
合
同
マ
ー
チ
ン
グ
」だ
。
会
場
全
体

に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
他
で
は
経
験
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
温
か
い
感
動
を
呼
び
起

こ
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
年
齢
の
違
い
、
園
と
校
の
違

い
、
地
区
や
学
区
の
違
い
な
ど
、
す
べ
て

の
垣
根
を
越
え
た
取
り
組
み
は
、
見
る
人

を
魅
了
し
て
や
ま
ず
、
東
北
は
も
と
よ
り

全
国
の
関
係
者
が「
園
児
か
ら
大
人
ま
で

が
一
つ
に
な
っ
て
、
演
奏
・
演
技
で
き
る

こ
と
が
不
思
議
だ
」と
口
を
そ
ろ
え
る
。

マーチングの灯を
消さないでほしい�
東北選抜が終了し
立ち上がった
父母や音楽関係者(
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こ
れ
が
藤
沢
町
の
マ
ー
チ
ン
グ
の
姿
で
あ

り
、
外
か
ら
見
た
魅
力
で
あ
る
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
を
通
じ
た
交
流
は
、
年
々

大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
き
た
。
そ
れ
は

も
は
や
全
国
へ
と
拡
大
し
て
お
り
、
今
で

は
藤
沢
町
と
言
え
ば「
マ
ー
チ
ン
グ
の
町

で
す
ね
」と
い
う
答
え
さ
え
返
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
近
年
、
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら

町
は
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
自
粛
。
さ
ら

に
急
激
に
進
む
少
子
化
も
あ
っ
て
、
東
北

選
抜
は
昨
秋
、
多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
二
十
七
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

　

そ
ん
な
中
、「
マ
ー
チ
ン
グ
の
灯
を
消

さ
な
い
で
ほ
し
い
」「
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

の
発
表
の
場
を
」と
父
母
や
音
楽
関
係
者

が
立
ち
上
が
っ
た
。
各
団
体
の
保
護
者
や

指
導
者
は
、
自
ら
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。
忙
し
い
合
間
を

縫
っ
て
準
備
を
進
め
、
つ
い
に
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

　

星
昭
宏
実
行
委
員
長
は「
み
ん
な
の
知

恵
と
情
熱
を
結
集
し
、
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
こ
こ
か

ら
始
ま
る
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
」と
胸
を
張
る
。

　

藤
沢
の
マ
ー
チ
ン
グ
の
歴
史
は
、
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
人
や
地
域
ま
で
も
大

き
く
成
長
さ
せ
て
き
た
。
二
十
八
年
前
に

灯
さ
れ
た
小
さ
な
灯
は
、
行
政
か
ら
住
民

の
手
に
し
っ
か
り
リ
レ
ー
さ
れ
、
新
し
い

歴
史
が
動
き
出
し
た
。
大
き
な
感
動
と
充

実
感
の
中
で�

小４から始め、クラリネットを担当し
ています。アリーナなど広い場所で演
奏し、その響く音に包まれたときの快
感がマーチングの魅力です。今日は、
練習よりうまく演奏・演技できました。
自分はもちろん、どの団体もみんな楽
しく演奏・演技していたことが印象的
でした。出演者はもちろんお客さんに
とっても、いい思い出になるコンサー
トを続けてほしいです。

マーチングの魅力は、演奏と動きがか
み合った瞬間。言葉にできない感動が
あります。吹奏楽に動きはありません
が、みんなで一つの音楽を作るところ
はマーチングと変わりません。今日は
仲間たちと楽しく演奏ができました。
皆さんの拍手が温かくて、とてもうれ
しくなりました。来年も参加できたら
うれしいです。皆さんと一緒に演奏で
きる日を楽しみにしています。

練習はきついですが、みんなで乗り越
えることで一体感が生まれ、達成感が
味わえます。今日はこれまでで一番楽
しかったです。以前は涙を流したこと
もありましたが、今日は部員34人、千
葉先生と笑顔の絶えないステージにな
り、最高の思い出になりました。藤沢
はマーチングの町です。発表する場が
あると、わたしたちも頑張れるので、
今後も続けてほしいです。

佐
々
木
香
澄
さ
ん

藤
沢
中
３
年

千
葉　

由
稀
さ
ん

千
厩
高
２
年

千
葉　

尚
美
さ
ん

千
厩
高
３
年

��
藤
沢
中
学
校
吹
奏
楽
部

��
千
厩
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

��
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト

���������
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今日は練習の成果以上に力を発揮して、
堂々の演奏・演技ができました。本番
に強い子どもたちに各園の先生たちも
驚いていました。マーチングの魅力は、
歌、演奏、踊りなど、個々の得意部分を
発揮できるところです。みんなが集ま
り、楽しくできる手づくりコンサート
は理想的なスタイルです。わたしたち
指導者も、初めてゆっくり見ることが
できました。

演奏の表現だけでなく、曲に合わせた
動作表現がマーチングのおもしろさで
す。美しいフォーメーションは見てい
る人を楽しませます。そのためには、
心を合わせて演奏・演技することが大
切で、チームワークが求められます。
地元でのコンサートは、慣れ親しんだ
会場だけにリラックスしてできました。
客席からの反応も直に感じられ、子ど
もたちもやりがいがあったと思います。

子どもたちは普段、10人でアンサンブ
ルをしているので、迫力ある重厚なサ
ウンドを知る機会がなかなかありませ
ん。今日は大編成の合同演奏に参加す
ることができて、子どもたちにとって
貴重な体験だったと思います。マーチ
ングをやっている学校や団体だけでな
く、町内の児童・生徒や一般の皆さんと、
一緒に歌ったり演奏したりできるよう
なイベントに成長してほしいです。

���������

町の指導者たち

熊
谷
富
寿
子
さ
ん

藤
沢
小
教
諭

熊
谷　

史
恵
さ
ん

黄
海
小
教
諭

山
口　

由
美
さ
ん

保
呂
羽
保
育
園
保
育
士

��
藤
沢
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

��
黄
海
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

��
ふ
じ
っ
子
エ
ン
ジ
ェ
ル

千厩高のアンコール曲のときに、児童や生
徒がフロアへ繰り出し踊る光景を見て、「音
楽っていいな」と思いました。トランペッ
トを担当する娘もずいぶん上手になり、地
元での晴れ舞台に感動しました。

皆
川　
　

和　
さん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



徳
田
字
名
生
城

中１と小５、二人の娘が出演しました。中
１の姉は学校の吹奏楽部のほかビィ・クエ
ストにも入っています。今日は二人とも立
派に演奏できたと思いました。全体のバラ
ンスもよく安心して見ていられました。

佐
藤　

智
美　
さん

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

黄
海
字
下
中
山

保護者の声(
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中１から始め、打楽器一筋24年です。
演奏が客席を感動させ、客席の感動が
演奏者を感動させるマーチングには、
ステージコンサートにはない一体感が
あります。初のコンサートは大成功で
した。今年より来年、来年より再来年
と進化させ、ここにしかないオンリー・
ワンのコンサートをつくっていきたい
です。音楽に大切なのは、才能ではな
く努力と情熱です。

それぞれ美しい音を持つさまざまな楽
器が一つに重なり合った時、そこには
ダイナミックな響きが生まれ、心を打
たれます。今日は演奏で出演しました
が、他団体のマーチングを見て、音だ
けでは表せない動きの表現力に感動し
ました。音楽に励む生徒にとって大切
なのは発表の場を確保することです。
温かくて素晴らしいコンサートを、こ
れからも続けてください。

音楽を作ってフォーメーションを覚え
るマーチングは、完成までに多くの時
間と努力を要します。それだけに、息
のあった演奏・演技ができた時は、思わ
ずにっこりしてしまいます。その姿を
皆さんに見てもらえるコンサートは生
徒たちにとって大変貴重な機会です。
藤中吹奏楽部は、明るく楽しく真剣に
音楽に取り組んでいます。これからも
応援してください。

千
葉　

尚
子
さ
ん

藤
沢
中
教
諭

小
山　

智
弘
さ
ん

千
厩
高
教
諭

畠
山　

秀
樹
さ
ん

Ｊ
Ａ
い
わ
い
東
職
員

��
藤
沢
中
学
校
吹
奏
楽
部

��
千
厩
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

��
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト

���������

なごやかなムードで温かいコンサートでし
た。出演した娘もリラックスして演技でき
たようです。リハーサルと比べて本番はと
てもいい出来だったと思います。子どもた
ちの発表の場として継続してほしいです。

素晴らしい演奏で、宮城県で行われた東北
大会のときよりも上手だったと思います。
千厩高の生徒たちが先生の指導に大きな声
で「はい」と答える姿が印象的で、子どもた
ちに見習わせたいと思いました。

佐
藤
美
千
子　
さん

�
�
�
�
�

�
�
�
	
�


�

藤
沢
字
黒
石

東北選抜終了後、多くの皆さんの努力と協
力でコンサートができてうれしかったです。
演奏・演技する子どもたちといっしょにや
れた気分でとても満足です。子どもたちが
のびのび演奏している姿に感激しました。

阿
部
多
賀
子　
さん

�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

藤
沢
字
町
裏

橋
本
か
よ
子　
さん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
	
�

藤
沢
字
板
橋
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　「自主開催だけにうれしいです。
感動したし、興奮しました」と声を
弾ませる麻里さんは、本町マーチン
グ活動を支えてきた一人。これまで
はスタッフとしてかかわることが多
かったが、今年は長女光夏さんの母
親として、藤沢小を指導する一人と
して忙しく動いた。
　今年からマーチングを始めた光夏
さん。コンサートではバンドフロン
トを担当。走って跳んで、体いっぱ
い音楽を表現した。「いつもより体
が動いて楽しかった」と満足そう。
天性のリズム感は母親譲りだ。
　中１からマーチングを始めた麻里

さんは、千葉基一先生に教わった最
後の生徒の一人。３年の時は岩渕富
士子先生から指導を受けた。
　「二人とも厳しかったです。でも
愛があるんです。だから頑張れたし、
頑張ればどんどん上達するからます
ます音楽が好きになる。みんなで一
つの音楽をつくり上げるプロセスが
好きでしたね」
　基本を重視する麻里さん。藤沢小
では基本練習に時間をかける。
　「リズムを合わせて、ちょっとス
テップを変えただけでもすごく上手
になるんです」
　うちの子よその子にかかわらず、

千葉麻里さん

　　光夏さん

部員全員に同じ愛情を注ぐ。「分け
隔てなく」がモットー。「基一先生の

影響かな」と笑う。
　高校、大学はもちろん、社会人に
なってからも一関吹奏楽団で活躍す
る根っからの音楽家。大好きな音楽
に親子で取り組める喜びは何ものに
も変えられない。
　将来は、母と同じフルートを演奏
したいと言う光夏さん。「音を出せ
るようになったんだよ」とにっこり。
音楽を通してわが子の成長を感じる
時が、親として、指導者として何よ
りうれしい。「いつか親子で演奏し
たいな」。夢は広がる。

好きな音楽に親子で取り組む
子どもの成長が喜び

������
��������������

� � �� �� � � � �� 	� � �
 �

母・まりさん
1971年藤沢町生まれ。会社員。藤
沢中１年から吹奏楽部で活躍。フ
ルートを担当。千葉基一先生が藤沢
中で教えた最後の生徒の一人。高校、
大学でも吹奏楽部に所属。社会人に
なってからは、一関吹奏楽団で活躍。
藤沢字早道在住
娘・みかさん
1999年藤沢町生まれ。藤沢小２年。
今年からマーチング活動を始め、バ
ンドフロントを担当。天性のリズム
感は母親譲り

�������
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音
楽
の�
環�
を
広
げ
る

　

第
一
回
東
北
選
抜
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
藤
沢
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

二
度
目
の
全
国
大
会
出
場
と
黄
海
中
鼓
隊

の
結
成
を
機
に
、
八
〇
年
十
一
月
に
開
か

れ
た
。

　

町
民
体
育
館
の
フ
ロ
ア
い
っ
ぱ
い
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
参
加
七
団
体
の
演
奏
・
演

技
は
、
会
場
を
埋
め
た
町
民
に
大
き
な
感

動
を
与
え
、
そ
の
後
マ
ー
チ
ン
グ
の 
環 
は

わ

全
町
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
。

　

八
三
年
に
は
藤
沢
幼
稚
園
・
保
育
園
と

保
呂
羽
保
育
園
が
、
八
四
年
に
は
黄
海
幼

稚
園
・
保
育
園
と
県
立
藤
沢
高
等
学
校
が

活
動
を
開
始
、
藤
沢
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

ク
ラ
ブ
も
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

翌
八
五
年
に
は
新
沼
、
徳
田
、
大
籠
の

各
保
育
園
が
加
わ
り
、
町
内
幼
稚
園
・
保

育
園
五
歳
児
の
合
同
演
技
が
実
現
し
た
。

　

八
九
年
に
は
黄
海
小
学
校
に
金
管
バ
ン

ド
が
結
成
さ
れ
た
。
第
十
七
回（
九
六
年
）

か
ら
は
ふ
じ
の
実
学
園
と
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
も
出
場

す
る
な
ど
、
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
は
加
速
度

を
増
し
た
。

　

町
外
か
ら
の
出
演
団
体
は
、
各
県
を
代

表
す
る
優
秀
な
バ
ン
ド
が
選
抜
さ
れ
る
こ

と
か
ら
演
奏
・
演
技
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。

技
術
は
も
ち
ろ
ん
マ
ー
チ
ン
グ
に
対
す
る

意
識
の
高
い
団
体
と
の
交
流
が
、
良
い
刺

激
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
音
楽
の「
環
   

」は
世
代
や
自
治
体
の
枠

わ

を
越
え
、
そ
の
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
。

音
楽
の
環
、友
情
の
輪

そ
し
て
心
の
和

人
を
育
て
る
三
つ
の�
わ�

四
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
本
町
の
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
。
多
く
の
人
の
情
熱
と
努
力

で
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
き
た
。
第
一
回
東
北
選
抜
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
。

�色鮮やかなコスチュームをまとい開会セレモニーで整列する
演奏者�町内幼稚園・保育園の５歳児65人で構成された「ふ
じっ子エンジェル」は元気いっぱいの演技を見せた�東北選抜
マーチングフェスティバルからマーチング＆コンサートに変
わっても、その人気は変わらない。大勢の人が詰めかけた�

� �

� � � 	 
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友
情
の�
輪�
を
深
め
る

　

マ
ー
チ
ン
グ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
十

年
目
の
八
五
年
十
月
、
マ
ー
チ
ン
グ
活
動

を
継
続
的
に
支
援
す
る
目
的
で
藤
沢
町

マ
ー
チ
ン
グ
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ま
で
実
行
委
員
会
形
式
で
開
か
れ

て
い
た
東
北
選
抜
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
協
会
が
直
接
企
画
・
運
営

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
だ
け
で
な
く
、

技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
情
報
交
換
を
図

る
講
習
会
な
ど
も
年
間
を
通
し
て
開
催
す

る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
マ
ー
チ
ン

グ
の
振
興
を
支
援
す
る
体
制
が
整
っ
た
。

　

東
北
地
区
に
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
関

係
組
織
と
し
て
、
▽
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
協
会
東
北

支
部
▽
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
東
北
支
部
▽

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
指
導
者
協
会
東
北
支
部

�
が
あ
る
。
藤
沢
町
マ
ー
チ
ン
グ
協
会
は

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
協
会
東
北
支
部
に
加
盟
し
、
情

報
交
換
や
各
地
と
の
交
流
、
連
携
を
図
り
、

友
情
を
深
め
て
い
る
。

　

自
治
体
レ
ベ
ル
で
本
町
同
様
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
る
宮
城
県
富
谷

町
と
は
、
八
九
年
か
ら
相
互
交
流
を
深
め

て
き
た
。
音
楽
を
通
し
て
一
人
一
人
が
理

解
を
深
め
、
温
め
合
っ
て
き
た
友
情
は
、

県
境
を
越
え
、
子
ど
も
同
士
、
大
人
同
士
、

子
ど
も
と
大
人
、
さ
ら
に
は
団
体
や
自
治

体
同
士
の
き
ず
な
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

心
の�
和�
を
は
ぐ
く
む

　

マ
ー
チ
ン
グ
は
、
音
楽
を「
音
と
動
き

と
色
彩
の
物
語
」と
し
て
身
体
表
現
す
る

「
バ
ン
ド
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」と
か「
バ
ン

ド
の
オ
ペ
ラ
」と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

金
管
、
木
管
、
打
楽
器
な
ど
、
音
を
異

に
す
る
パ
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
存
在

感
を
発
揮
し
、
そ
れ
で
い
て
全
体
の
中
で

調
和
し
て
い
る
。
音
楽
は
も
ち
ろ
ん
、
動

き
や
色
彩
に
つ
い
て
も
、
ス
テ
ー
ジ
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
な
い
創
意
や
工
夫
が
ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。
音
楽
が
動
き
を
導
き
、

動
き
が
音
楽
を
輝
か
せ
、
互
い
に
引
き
出

し
合
い
な
が
ら
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
、

表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
く
と
こ
ろ
が
魅
力

で
あ
り
だ
い
ご
味
だ
。

　

千
葉
会
長
は「
表
現
力
を
養
う
た
め
に

は
、
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な

心
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
言

う
。
さ
ら
に「
マ
ー
チ
ン
グ
に
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
音
量
、
音
程
、

動
き
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
、
自
分
に
対
す
る

責
任
感
と
仲
間
と
調
和
す
る
心
が
な
け
れ

ば
演
技
で
き
ま
せ
ん
。
集
団
で
の
協
調
性

や
思
い
や
り
の
心
は
、
人
と
ふ
れ
合
い
、

人
と
か
か
わ
り
な
が
ら
少
し
ず
つ
育
っ
て

い
く
も
の
で
す
」と
話
し
て
い
る
。

��レベルの高い演奏で会場を魅了した「千厩高吹奏
楽部」。後ろはフロアに飛び出し踊る他団体の出演者
�堂々の演奏演技を見せた「藤沢小マーチングバンド
クラブ」�計算された美しいフォーメーションでマー
チングのだいご味を披露した「藤沢中吹奏楽部」

�

�

�

�

� � � � ��
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に
な
っ
た
。
そ
の
年
の
卒
業
式
、
五
台
の

楽
器
が
奏
で
た
校
歌
と
行
進
曲
は
大
き
な

感
動
を
呼
び
、
先
生
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
初
演
と
な
っ
た
。

　

赴
任
四
年
目
の
六
九
年
、
興
田
中
は
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
Ｂ
ク
ラ
ス

（
当
時
＝
三
十
五
人
以
下
）で
優
勝
、
堂
々

東
北
大
会
へ
駒
を
進
め
た
。

藤
沢
中
の
黄
金
時
代
を
築
く

　

先
生
は
、
七
一
年
四
月
か
ら
八
六
年
三

月
ま
で
十
五
年
間
を
藤
沢
中
に
勤
務
し
た
。

こ
の
間
、
同
校
吹
奏
楽
部
が
輝
か
し
い
黄

金
時
代
を
築
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

着
任
当
時
の
部
員
は
十
数
人
だ
っ
た
が
、

五
月
に
は
二
十
人
の
新
入
部
員
が
加
わ
り
、

早
く
も
一
年
目
に
し
て
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

始
ま
り
は
５
台
の
楽
器
か
ら

　

一
九
三
二
年
、
本
町
に
生
ま
れ
た
千
葉

基
一
先
生
は
、
黄
海
小
、
黄
海
中
を
経
て

県
立
千
厩
高
へ
進
学
。
千
厩
高
時
代
の
音

楽
教
師
と
の
出
会
い
が
、
教
育
者
と
し
て

歩
む
基
一
先
生
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
。

　

先
生
は
、
母
校
黄
海
中
の
教
師
と
し
て

勤
務
し
な
が
ら
音
楽
教
師
を
め
ざ
し
、
武

蔵
野
音
大
で
専
門
課
程
を
学
ん
だ
。

　

六
一
年
四
月
、 
綾  
里 
中（
大
船
渡
市
）へ

り
ょ
う 

り

転
任
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い「
全
校
鼓

笛
隊
」を
結
成
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

六
五
年
四
月
、 
興  
田 
中（
一
関
市
）に
転

お
き 

た

任
。
こ
こ
で
二
本
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
、
古
ぼ
け
た
バ
ス
ド
ラ
ム
と

ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
、
五
台
の
楽
器
と
出
合
う
。

こ
れ
が
先
生
の
吹
奏
楽
人
生
の
ス
タ
ー
ト

音楽の父として多くの
教え子たちから愛され、
尊敬された藤沢町の
マーチングの生みの親
千葉基一氏

音
楽
一
筋
に
、
持
て
る
す
べ
て
を
燃
焼
し
、

つ
い
に
は
定
年
を
待
た
ず
し
て

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
一
人
の
男
が
い
た
。

千
葉�
基��
一�
先
生
で
あ
る
。

き 

い
ち

音
楽
の
町
藤
沢
の
礎
を
築
い
た

千
葉
先
生
の
足
跡
を
た
ど
る
。

昭和54年２月、
第６回マーチングバンド・
バトントワリング全国大会に出場し、
横浜市内をパレードする藤沢中吹奏楽部

ル
岩
手
県
南
地
区
予
選
Ｂ
ク
ラ
ス
に
出
場
。

し
か
し
、
力
及
ば
ず
落
選
。
こ
れ
が
藤
中

吹
奏
楽
部
の
歴
史
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

　

先
生
の
卓
越
し
た
指
導
力
は
、
生
徒
の

潜
在
的
な
能
力
を
引
き
出
し
た
。
翌
七
二

年
に
は
、
最
高
峰
の
Ａ
ク
ラ
ス（
当
時
＝

四
十
五
人
以
下
）で
県
大
会
第
三
位
。
七

三
、
七
四
年
に
は
第
二
位
、
そ
し
て
七
五

年
、
つ
い
に
濃
紺
の
大
優
勝
旗
を
手
に
し

た
。
そ
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら

ず
七
六
、
七
七
年
と
県
大
会
三
連
覇
、
東

北
大
会
で
も
銀
賞
に
入
る
な
ど
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
た
。
同
校
は
そ
の
後
も
四
度
、

東
北
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
県
内
外
に

そ
の
名
を 
馳 
せ
た
。

は

　

し
か
し
、「
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
だ
け

を
追
う
あ
ま
り
に
、
音
楽
が
む
な
し
い
存

在
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
」と
、
先
生
は

疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

マ
ー
チ
ン
グ
の
町
藤
沢
誕
生

　

も
っ
と
自
由
で
楽
し
く
、
老
若
男
女
誰

も
が
楽
し
め
る
音
楽
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
共
に
発
展
で
き
る
音
楽
を�

　

七
六
年
春
、
先
生
は
関
係
者
に
マ
ー
チ

ン
グ
の
魅
力
を
説
い
て
ま
わ
り
、
新
し
い

音
楽
活
動
を
提
案
し
た
。
演
奏
に
動
き
が

加
わ
る
こ
と
で「
見
る
楽
し
さ
」と「
聴
く

楽
し
さ
」を
同
時
に
体
感
で
き
る
マ
ー
チ

ン
グ
は
、
先
生
が
目
指
し
た「
誰
も
が
楽

し
め
る
音
楽
」で
あ
り
、
関
係
者
の
共
感

を
得
た
。
こ
う
し
て
マ
ー
チ
ン
グ
の
町
藤

沢
は
誕
生
し
た
。

　

未
知
の
世
界
へ
の
挑
戦
に
不
安
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
町
や

学
校
、
父
母
ら
は
一
丸
と
な
っ
て
マ
ー
チ

ン
グ
活
動
を
支
援
し
、
生
徒
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
引
き
出
し
た
。

　

七
九
年
二
月
、
つ
い
に
藤
沢
中
は
マ
ー

チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
国
大
会
に
出
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全日本吹奏楽コンクール第20回東北大会で演奏す
る藤沢中吹奏楽部。名門藤中の名を全国に馳せた

音楽一筋に持てるすべてを燃焼し、
59歳の若さでその生涯を閉じた
千葉基一先生。その偉業は、今な
お多くの町民の胸中に生きている

場
。
横
浜
の
地
か
ら
全
国
に
そ
の
名
を 
轟 

と
ど
ろ

か
せ
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
後
援
会
員

や
父
母
ら
は
、
横
浜
市
街
を
パ
レ
ー
ド
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に「
こ
れ
が
お
ら
が

町
の
子
ど
も
た
ち
か
と
思
う
と
涙
で
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
が
く
も
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

れ
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。
そ
の
後
八

〇
年
、
八
三
年
に
も
全
国
大
会
に
出
場
。

そ
の
活
躍
は
多
く
の
町
民
に
自
信
と
誇
り
、

勇
気
と
感
動
を
与
え
た
。

愛
と
情
熱
の�
音
楽
の
父�

　

基
一
先
生
は
、
才
能
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
生
徒
に
愛
情
を
注
ぎ
、

分
け
隔
て
な
く
指
導
し
た
。
そ
し
て
、
ど

ん
な
生
徒
を
も
必
ず
一
人
前
の
部
員
に
育

て
上
げ
た
。
そ
れ
は
周
囲
の
教
師
が「
あ

の
子
ど
も
が
…
」と
、
そ
の
変
貌
ぶ
り
に

驚
く
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

部
活
動
で
遅
く
な
っ
た
時
は
、
自
家
用

車
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
送
り
届
け
、
楽
器

が
故
障
す
れ
ば
徹
夜
で
修
理
し
た
。
そ
ん

な
先
生
を
子
ど
も
た
ち
は
心
か
ら
慕
い
、

「
基
一
つ
ぁ
ん
」と
呼
ぶ
生
徒
も
い
た
。

　

無
理
を
承
知
で
努
力
を
続
け
た
先
生
は
、

過
労
が
重
な
っ
て
健
康
を
害
し
、
た
び
た

び
心
臓
発
作
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
。

　

八
六
年
四
月
、
藤
沢
小
学
校
に
転
任
。

八
八
年
に
は
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
。

マ
ー
チ
ン
グ
と
神
楽
を
融
合
さ
せ
た
独
創

性
あ
ふ
れ
る
演
技
は「
絵
本
に
凝
縮
さ
れ

た
子
ど
も
の
四
季
を
見
て
い
る
よ
う
」と

称
賛
さ
れ
た
。

　

数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
先
生
だ
が

九
〇
年
、
再
び
病
に
倒
れ
た
。
そ
し
て
藤

沢
中
が
四
度
目
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た

し
、
藤
沢
高
が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に

出
場
し
た
九
一
年
八
月
二
十
七
日
、
多
く

の
人
の
祈
り
も
む
な
し
く
五
十
九
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

　

数
百
人
の
教
え
子
た
ち
全
員
の
名
前
を

覚
え
、
そ
の
一
人
一
人
と
抱
き
し
め
る
よ

う
に
つ
き
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た
千
葉
基
一
先

生
。
彼
は
教
師
と
し
て
の
範
ち
ゅ
う
に
と

ど
ま
ら
ず
、
男
が
持
つ
父
性
と
限
り
な
い

感
性
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
し
、

多
く
の
人
材
を
育
て
た
藤
沢
町
の
音
楽
の

父
で
あ
る
。
そ
の
偉
業
は
、
今
な
お
多
く

の
町
民
の
胸
中
に
生
き
て
い
る
。
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人
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
週
金
曜
日
、
町

民
体
育
館
な
ど
で
練
習
し
て
い
る
。

　

午
後
七
時
半
。
仕
事
を
終
え
た
メ

ン
バ
ー
が
一
人
、
二
人
と
や
っ
て
く

る
。
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
の
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
練

習
に
入
る
。
冷
え
込
む
外
と
は
対
照

的
に
メ
ン
バ
ー
は
底
抜
け
に
明
る
い
。

会
話
も
弾
む
。
一
通
り
の
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
終
え
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
行
う
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
重
厚
な
サ
ウ
ン
ド
が
室
内
に
響
く
。

　

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
演
奏
と
計
算
さ
れ

た
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
圧
倒
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
わ
か
せ

た
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
。
町

内
唯
一
の
社
会
人
バ
ン
ド
は
、
東
北

選
抜
や
今
マ
ー
チ
ン
グ
＆
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
演
技
者
と
し
て
だ
け
で
な
く

裏
方
と
し
て
も
活
躍
。
も
は
や
町
の

音
楽
活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
縁

の
下
の
力
持
ち
で
も
あ
る
。

　

中
学
、
高
校
時
代
に
吹
奏
楽
や

マ
ー
チ
ン
グ
を
経
験
し
た
仲
間
が
集

ま
り
九
六
年
に
結
成
。
現
在
、
十
八
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風
化
さ
せ
た
く
な
い

　

積
み
上
げ
て
き
た
伝
統
と

　

わ
き
起
こ
る
あ
の
感
動　

こ
の
伝
統
、
そ
し
て
あ
の
感
動
を

風
化
さ
せ
た
く
な
い�
。

時
代
と
共
に
歩
ん
で
き
た

藤
沢
の
マ
ー
チ
ン
グ
。

そ
こ
に
は
一
過
性
で
は
な
く

積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。

演
技
者
と
し
て
裏
方
と
し
て
、

マ
ー
チ
ン
グ
を
継
承
し
て
き
た

ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
。

彼
ら
の
存
在
抜
き
に
、

音
楽
の
町
は
語
れ
な
い
。

2007ふじさわマーーチ
ング＆コンサートで、ハ
イレベルの演奏・演技で
会場を埋めた観客を魅了
した「ふじさわビィ・クエ
スト」。コンサートでは、
裏方スタッフとしても活
躍した

　

社
会
人
の
澤
田 
優  
子 
さ
ん
＝
砂
子

ゆ
う 

こ

田
字
上
山
＝
は「
同
じ
楽
器
で
も
演

奏
す
る
人
に
よ
っ
て
響
き
は
違
い
ま

す
。
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
、
何

度
も
繰
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
で
、

次
第
に
響
き
合
い
融
合
し
て
き
ま
す
。

異
な
る
楽
器
が
調
和
し
て
、
一
つ
の

新
し
い
音
が
生
ま
れ
る
瞬
間
は
言
葉

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
大

人
が
率
先
し
て
、
音
楽
の
素
晴
ら
し

さ
、
マ
ー
チ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
、
後

輩
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
語
る
。　

　

一
つ
の
も
の
を
み
ん
な
で
つ
く
り

上
げ
る
過
程
の
中
に
、
喜
び
や
充
実

感
が
に
じ
む
。

　

ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
に
は

五
人
の
中
高
生
が
い
る
。
学
校
の
吹

奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
か
ら

マ
ー
チ
ン
グ
活
動
の
な
い
学
校
に
進

学
し
た
生
徒
ま
で
、
社
会
人
に
混

じ
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　

県
立
千
厩
高
三
年
の
佐
藤 
裕  
佳 
さ

ゆ 

か

ん
＝
徳
田
字
新
地
＝
は「
マ
ー
チ
ン

グ
を
続
け
た
く
て
一
年
の
冬
に
入
り

ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
い
人
ば
か
り

で
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
き
ょ
う
だ
い
の
よ
う
に
接
し
て
く

れ
ま
す
。
藤
沢
中
の
黄
金
時
代
の
メ

ン
バ
ー
も
多
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演

奏
・
演
技
を
学
べ
る
こ
と
も
魅
力
の

一
つ
で
す
」と
満
足
そ
う
だ
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
を
愛
す
る
少
女
た
ち

の
夢
を
か
な
え
た
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・

ク
エ
ス
ト
。
年
代
や
学
校
と
い
う
垣

根
を
越
え
た
活
動
は
、
少
子
化
時
代

の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
。

佐藤裕佳さん

楽器はフルートを担当して
います。千厩高では吹奏楽
部に所属していますが、
マーチングもやりたくて入
りました。社会人になって
も続けたいです。

���������

澤田優子さん

マーチングのだいご味は、
コンサートホールにはない
開放感。そして体を突き抜
けるような大迫力のサウン
ド。音が融合したときの感
動は言葉にできません。

����������	

未来を
奏でる
ハーモニー

特 集
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　父の影響でマーチングを始めた彩
夏さん。父と同じトロンボーンを担
当した。　
　「緊張したけど上手に出来ました。
お客さんもたくさん入ってうれし
かったです」とにっこり笑う。
　藤沢小の指導者でもある父和広さ
んは、ふじさわビィ・クエストにも
所属しており、コンサートでは父、
奏者、指導者、スタッフの４役をこ
なした。
　「今年一番の出来。県南大会より
も東北大会よりもよかったんじゃな
いかな」と安堵の表情を浮かべる。
　和広さんがマーチングを始めたの

は中１。奇しくもその年、第１回東
北選抜が開かれた。そう、千葉基一
先生に教わった藤中黄金期の一人な
のである。普段はポーカーフェース
しているが、内に秘めた「音」へのこ
だわりは人一倍熱い。
　あれから28年、今年は娘といっ
しょにフロアに立った。
　「毎年のように東北選抜にかか
わってきたから、どれも思い出深い
けど今日は特別。本当にいいコン
サートになった。これからもずっと
続けていきたいですね」
　音楽一筋の父に対し、「テニスも
やってみたいな」と好奇心旺盛な娘。

及川和広さん

　　彩夏さん

この３年間、クラブ活動では指導者
として、家では父として娘の成長を
見守ってきた。
　「音楽の深さは人間の深さ。音楽
には意識しなくても人間性が出ます。
だから基一先生は、楽しさと厳しさ
の両方を教えてくれました。それを
子どもたちに伝えていきたい」と人
づくりを強調する。
　「スライドさせて音の位置を決め
るトロンボーンは難しい」と言う彩
夏さんに、「だからやりがいがある」
と切り返す和広さん。２台並んだト
ロンボーンに、親子のきずな、そし
て師弟のきずなを見た。

音楽の楽しさと練習の厳しさを
子どもたちに伝えたい

������
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����� ������	�
���������

父・かずひろさん
1967年藤沢町生まれ。会社員。藤
沢中入学と同時に吹奏楽部に入部。
トロンボーンを担当。千葉基一先生
に教わった藤沢中黄金期の一人。現
在はふじさわビィ・クエストに所属
し活躍。藤沢小指導者の一人。藤沢
字塒ケ森在住
娘・あやかさん
1996年藤沢町生まれ。藤沢小５年。
１年からマーチング活動を始め、４
年からトロンボーンを担当

�������
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一
〇
〇
㌫
藤
沢
産

　

他
に
誇
れ
る

　

独
自
の
地
域
文
化

　

町
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。「
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み

の
一
つ
で
、
昭
和
の
時
代
か
ら
力
を
入
れ

て
き
た
施
策
で
も
あ
る
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
は「
音
を
つ
く
る
」「
動
き

を
考
え
る
」「
演
奏
す
る
」「
演
技
す
る
」「
演

奏
者
を
支
え
る
」「
聴
く
」「
見
る
」な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
か
か
わ
っ
た
り
楽

し
ん
だ
り
で
き
る
総
合
芸
術
だ
。
し
か
も

本
町
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
世
代
を
超
え
て
普
及
、
拡
大
し
て
お
り
、

も
は
や「
町
技
」と
言
え
る
取
り
組
み
に
成

長
発
展
し
て
い
る
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
か

ら
愛
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
は
理

由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
藤
沢
に
し
か
な
い
、

藤
沢
で
し
か
で
き
な
い「
一
〇
〇
㌫
藤
沢

産
」へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
上
手
下
手

を
競
う
だ
け
で
な
く
、
心
か
ら
楽
し
め
る

音
楽
、
素
直
に
感
動
で
き
る
音
楽
を
、
自

ら
の
手
で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

伝
統
を
継
ぎ

歴
史
を
切
り
開
く

音
楽
の
町
未
来
へ
と
発
進

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
園
児
か
ら
社
会
人
ま
で
、

世
代
を
超
え
、
全
町
挙
げ
て
取
り
組
む
自
治
体
は
そ
う
は
な
い
。

町
が
施
策
と
し
て
推
進
し
て
き
た
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
。

二
十
八
年
目
の
秋
、
そ
の
タ
ス
キ
は
町
か
ら
住
民
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
た
。

伝
統
を
継
承
し
、
歴
史
を
創
造
す
る�

音
楽
の
町
藤
沢
の
未
来
を
考
え
る
。
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こ
の
こ
と
は
、
お
金
を
出
せ
ば
何
で
も

手
に
入
る
豊
か
な
時
代
の
中
で
、
本
当
に

心
を
動
か
さ
れ
る
も
の
、
い
つ
ま
で
も
心

に
残
る
も
の
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
証

で
も
あ
り
、
人
の
成
長
過
程
で
も
っ
と
も

重
要
な「
心
」を
育
て
て
き
た
。

　

今
回
の「
マ
ー
チ
ン
グ
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
司
会
を
務
め
た
畠
山 
秀  
樹 
さ
ん
＝
保
呂

ひ
で 

き

羽
大
宝
城
＝
は「
三
十
年
近
く
も
続
い
て

い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て

す
ご
い
で
す
よ
ね
。
ぼ
く
を
は
じ
め
き
っ

と
み
ん
な
マ
ー
チ
ン
グ
が
大
好
き
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
続
け
て
こ
れ
た
し
、
頑
張
っ

て
こ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
楽

し
め
る
マ
ー
チ
ン
グ
は
藤
沢
の
シ
ン
ボ
ル
。

こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
」と
語
る
。

　

た
く
さ
ん
の
手
が

　

音
楽
を
、そ
し
て
町
を

　

つ
く
っ
て
い
る

　

住
民
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
自
主

開
催
し
た
初
の「
マ
ー
チ
ン
グ
＆
コ
ン

サ
ー
ト
」。
過
去
二
十
七
回
の
東
北
選
抜

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
、
ひ

と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
大
き
な
意
味
を
持

つ
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
。

　
「
こ
こ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
」

　

開
演
前
、
星
昭
宏
実
行
委
員
長
が
話
し

た
言
葉
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

一
九
八
〇
年
、
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
は
、
住
民
、
協
会
、

町
が
一
つ
に
な
っ
て
知
恵
と
力
を
結
集
し
、

愛
と
情
熱
を
注
い
で
、
演
奏
・
演
技
の
技

術
を
全
国
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
て
き
た
。

心
か
ら
音
楽
を
愛
す
る
多
く
の
町
の
音
楽

家
を
育
て
て
き
た
。
町
中
が
躍
動
す
る
感

動
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
を

つ
く
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
に
は「
教
え
る
手
」「
挑
戦
す
る
手
」

「
継
承
す
る
手
」「
つ
く
る
手
」「
支
え
る
手
」

「
導
く
手
」「
育
て
る
手
」「
助
け
る
手
」、
そ

し
て「
愛
す
る
手
」が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん

の「
手
」が
音
楽
を
、
そ
し
て
町
を
つ
く
っ

て
き
た
。

　

町
に
は「
力
強
い
手
」や「
心
強
い
手
」が

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の「
手
」が
集
ま
っ
て

が
っ
ち
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
ば
、
相
乗
効

果
を
発
揮
し
て
、「
１
＋
１
＝
２
」で
は
な

く
３
に
も
４
に
も
な
る
大
き
な
チ
カ
ラ
が

生
ま
れ
る
。
そ
の
チ
カ
ラ
が
人
を
育
て
、

町
を
つ
く
り
、
夢
を
か
な
え
て
い
く
。

　

音
楽
の
町
は
今
、
新
し
い
歴
史
の
扉
を

開
き
、
再
び
発
進
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
古

里
を
愛
す
る
心
、
音
楽
を
愛
す
る
心
が
あ

る
限
り
、
ヒ
ス
ト
リ
ー（
歴
史
）の
中
で
た

く
さ
ん
の
ス
ト
ー
リ
ー（
物
語
）が
生
ま
れ

て
い
く
に
違
い
な
い
。

未
来
を

奏
で
る

ハ
ー
モ
ニ
ー

特 集
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い
い
土
壌
に
愛
情
を
注
ぐ

そ
れ
が
成
長
発
展
の
秘
け
つ

自
然
体
で
続
け
て
ほ
し
い

　「マーチング＆コンサート」は、
地元の皆さんに「子どもたちの
頑張っている姿を見てほしい」
と企画しました。町、町教委、
町協会の皆さんが強力に支援し
てくださったほか、千厩高吹奏
楽部の皆さんにはすてきな演奏
で盛り上げていただき、おかげ
で素晴らしいイベントになりま
した。協力してくれた多くの皆
さんに心から感謝します。
　今回のコンサートでは、手づ
くりの温かさ、人とふれあうや
さしさ、支え合う心などを伝え
たいと取り組みました。それは、
四半世紀にわたり音楽による人
づくりを進めてきた町の理念を
継承しながら、その延長線上に
新しい歴史をつくっていこうと
思ったからです。出演した子ど
もたちにも責任感や思いやりの

心を学んでほしいので、スタッフ
といっしょに後片付けまでやって
もらいました。そして持参したお
にぎりをみんなで食べて友情を深
めました。
　半世紀ほど前、「藤楽団」という
バンドが活躍した藤沢町は、古く
から人々の暮らしに音楽がとけ込
んでいる町です。マーチング会場
でも70代、80代のおじいちゃんや
おばあちゃんがソロ演奏の後に拍
手を送る姿も見られるなど、地域
に音楽が浸透していることがよく
わかります。そんな土壌と地域の

���������������

愛情が藤沢のマーチングを育てて
きたのだと思います。
　音楽には心身を生き生きとさせ
る療法効果があるそうです。マー
チングを演じて、鑑賞して、みん
なで楽しい時間を共有できたこと
はとても意義のあることだったと
思います。
　藤沢には音楽に打ち込める良質
な土壌とさんさんと降り注ぐ地域
の愛情があります。子どもたちの
夢を育てるために、潜在能力を開
花させるために、これからも自然
体で続けていけたらいいですね。

星 2007ふじさわマーチング＆コンサート実行委員長
ふじの実学園支援課主幹　藤沢字仁郷昭 宏

実行委員長としてリーダーシップを発揮し、
見事なマーチング＆コンサートを企画、運営した星昭宏さん。
人と音楽の関係、そしてマーチング活動の発展可能性について聞いた。
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音
楽
を
心
か
ら
楽
し
め
る

自
分
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る

そ
ん
な
活
動
を
広
め
た
い

　千葉基一先生の後任で、藤沢
中吹奏楽部を指導しました。当
時の生徒の多くは、小中学生を
持つ親となり、今回の「マーチ
ング＆コンサート」にも大きく
かかわってくれました。久しぶ
りに再会した人もいましたが、
マーチングで結ばれた関係は
切っても切れません。先生と生
徒の域を越え、かけがえのない
仲間になっています。
　藤中吹奏楽部は、「自分たち
の活動を見てほしい」「表現する
場がほしい」と、自ら定期演奏
会を開いてきました。パンフ
レットやチラシの作成からイベ
ントの企画、運営まで、すべて
生徒の手づくりによるものでし
た。そういう経験が、今にしっ
かり生きています。
　四半世紀の歴史を重ね、マー

チングは全町に普及拡大し、一歩
一歩レベルアップしてきました。
音楽のまちづくりは、大きな成果
を挙げてきました。
　これからは、カタチにこだわら
ず、自分たちが心から楽しめる企
画が必要だと思います。今回の
「マーチング＆コンサート」は、規
模は小さくても、楽しさや元気は
東北選抜にも負けないものだった
と思うからです。それはきっと自
分たちで企画、運営し、本当にや
りたいコンサート、自分らしさを
表現できる場所を求めた結果生ま

�����������������

れたスタイルだったからです。
　音楽は楽しむものです。アン
コールが出たりトークが飛び出し
たり、ライブならではの自由さが、
伸び伸びできる空間と生き生き輝
く時間をつくったのではないで
しょうか。
　出演者が心から楽しんでこそ、
感動はダイレクトに客席へと伝わ
ります。マーチングという地域が
誇るテーマで、会場が一つになっ
た温かいコンサートは、これから
の音楽活動の方向性を示したよう
にも思います。

岩 2007ふじさわマーチング＆コ
ンサート司会者
千厩中教諭　保呂羽字宇道沢　渕 富 士 子

指導者として、司会者として、
長年、マーチング活動に携わってきた岩渕富士子さん。
これからの音楽活動のあり方について聞いた。
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�
深
化�
が
人
や
町
を

�
進
化�
さ
せ
、そ
こ
に

�
真
価�
を
生
み
出
し
て
い
る

�
多
く
の
人
材
を
は
ぐ
く
み
、
町
民
に
夢
と
感

動
を
与
え
て
き
た
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
。
そ
の
魅

力
と
マ
ー
チ
ン
グ
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

千
葉　

音
楽
は
奏
で
る
だ
け
で
も
美
し
い
も
の

で
す
。
そ
れ
に
動
き
が
加
わ
る
こ
と
で
、
音
楽

効
果
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
迫
力
あ
る
サ
ウ

ン
ド
と
美
し
い
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
見
て
い

る
人
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
、
そ
れ
が
マ
ー
チ

ン
グ
の
魅
力
で
す
。「
聴
く
楽
し
さ
」と「
見
る

楽
し
さ
」を
同
時
に
体
感
で
き
ま
す
。

　

マ
ー
チ
ン
グ
に
は
欧
・
米
二
つ
の
ル
ー
ツ
が

あ
り
ま
す
。
現
在
藤
沢
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

マ
ー
チ
ン
グ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
ハ
ー
フ
タ
ー
ム
シ
ョ
ー
で
選
手
を
激
励
す
る

米
国
ス
タ
イ
ル
。
日
本
で
言
う
と
応
援
歌
、
そ

れ
が
マ
ー
チ
ン
グ
で
す
。

千葉弘之会長

●藤沢町マーチング協会

�
楽
器
と
心
の

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

ちば・ひろゆき●1965年藤沢町生まれ。中
学時代は野球部に所属、高校時代から吹奏楽
部で活躍する。町マーチング協会長、マーチ
ングバンドふじさわビィ・クエスト会長。中
１の長女香南子さん、小４の二女夏子さん
もマーチング活動に励む。二人の娘
のほか妻、長男、両親と７人暮
らし。藤沢字吉高在住、42歳

�������

音楽の町の未来予想図は？
藤沢町マーチング協会
千葉弘之会長に
話を聞いた
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み
ん
な
で
音
楽
を
作
る
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス

が
大
事
で
す
。
相
手
の
音
量
や
音
程
を
聴
き
な

が
ら
合
わ
せ
な
い
と
き
れ
い
な
和
音
は
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
楽
器
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
同
様
に
、
心

の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
大
事
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
そ
ん
な
高
度
な
こ
と
を
で
き

る
の
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
が
で
き
る
か
ら
子
ど
も
の
可
能
性
っ
て
す

ご
い
と
思
い
ま
す
。
音
楽
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
は
も
ち
ろ
ん
、
責
任
感
や
協
調
性
も
育
っ
て

い
ま
す
。

�
少
子
化
の
波
は
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
を
継
続
す

る
上
で
、
適
正
規
模
が
確
保
で
き
な
い「
小
編

成
化
」を
招
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

千
葉　

少
子
化
が
進
み
、
単
独
で
は
編
成
で
き

な
い
園
や
学
校
も
増
え
て
い
ま
す
。
学
区
を
越

え
て
活
動
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
黄
海
小
学
校
は
メ
ン
バ
ー
が
十
人
。

単
独
で
演
奏
・
演
技
す
る
に
は
人
数
が
不
足
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
目
玉「
合
同
演

奏
」で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
年
代
や
学
校
と
い
う
垣
根
を

越
え
た
活
動
は
、
小
編
成
化
と
い
う
避
け
ら
れ

な
い
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
一
つ
の
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。

　

九
十
六
年
に
結
成
さ
れ
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
ふ
じ
さ
わ
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
は
、
町
内
唯
一

の
一
般
バ
ン
ド
で
す
。
東
北
選
抜
で
は
、
演
技

者
と
し
て
だ
け
で
な
く
裏
方
と
し
て
も
活
躍
。

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
に
は
、
社
会
人
の
ほ
か
に

中
高
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
チ
ン
グ
活

動
の
な
い
高
校
に
進
学
し
た
生
徒
や
、
も
っ
と

マ
ー
チ
ン
グ
に
打
ち
込
み
た
い
生
徒
の
受
け
皿

と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
メ
ン
バ
ー
に
は
藤

沢
中
、
藤
沢
高
の
黄
金
時
代
を
経
験
し
た
人
も

多
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
技
術
を
学
べ
る
こ
と
も

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
も
、

一
人
一
人
の
元
気
や
可
能
性
は
昔
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
、
応
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

�
二
十
八
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
マ
ー
チ
ン

グ
活
動
。
こ
の
伝
統
と
感
動
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
時
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今

後
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

千
葉　

マ
ー
チ
ン
グ
協
会
の
本
来
の
ス
タ
ン
ス

は
、
自
主
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

マ
ー
チ
ン
グ
に
励
む
人
や
団
体
を
支
援
す
る
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
四
半
世
紀
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
の

普
及
拡
大
を
目
指
し
、
ど
ん
ど
ん
前
に
進
ん
で

き
ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
、
地
に
足
を

つ
け
、
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
活
動
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
息
の
長
い
活
動
を

続
け
る
た
め
に
、
足
腰
を
強
化
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
の
で
す
。「
少
子
化
だ
か
ら
活
動

が
で
き
な
い
」「
予
算
が
な
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を

止
め
る
」で
は
な
く
、
ど
ん
な
状
況
で
も
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
そ
れ
自
体
目
的
で
は
な
く

手
段
。
マ
ー
チ
ン
グ
活
動
の
目
的
は
、
音
楽
を

通
し
た
人
づ
く
り
に
こ
そ
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
技
術
面
と
精
神
面
の
両
面
か

ら
き
ち
ん
と
指
導
で
き
る
人
材
の
育
成
が
急
務

で
す
。
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
協
会
が
認
定
す
る
一
級
指
導
者
を
、

協
会
ス
タ
ッ
フ
や
ビ
ィ
・
ク
エ
ス
ト
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
で
子
ど
も
が
減
れ
ば
、
一
人
の
負
担

は
増
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
無
理
し
て
頑
張
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
大
変
な
思
い
だ
け
が
先
行

し
、
せ
っ
か
く
取
り
組
ん
だ
音
楽
や
マ
ー
チ
ン

グ
も
や
が
て
は
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
を
知
る
こ
と
。
等
身
大
の
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
継
続
の
秘
け
つ
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
も
予
算
、
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ

の
数
を
考
慮
し
な
が
ら
、
背
伸
び
せ
ず
、
で
き

る
範
囲
で
工
夫
し
な
が
ら
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

藤
沢
の
マ
ー
チ
ン
グ
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
、
決
し
て
新
し
い

こ
と
へ
の
挑
戦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
、
よ
り
深

み
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
移
り
ゆ

く
時
代
の
中
で「
深
化
」さ
せ
て
い
く
こ
と
が

「
進
化
」へ
と
つ
な
が
り
、
価
値
あ
る
音
楽
の
町

藤
沢
の
実
現
、
つ
ま
り「
真
価
」を
生
み
出
し
て

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
直
面
す
る
課
題

少
子
化
へ
の
対
応

�
さ
ら
な
る
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に

未来を
奏でる
ハーモニー

特 集
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奏乗効果

　「マーチングの灯を消したくない」
　「子どもたちに発表の場を」
　保護者や指導者が立ち上がり、自ら企画、
運営し、それを町や協会が支援した「マーチ
ング＆コンサート」は、まちづくりのあらゆ
る分野で今、必要とされている協働の手本と
言える。

年前の春、千葉基一先生はここ藤沢
で、音楽が持つ無限の可能性を追い
求め、地域や音楽関係者にマーチン

グの魅力を説いて歩いた。
　その後、マーチングは加速度的に全町に普
及・拡大し、「吹奏楽の町」は「マーチングの
町」へとその姿を変えていった。
　数年後、町は「東北選抜マーチングフェス
ティバル」を開催。マーチングの町藤沢の名
はまたたくまに全国へと広がった。10年目に
は住民組織の藤沢町マーチング協会が設立さ
れ、「東北選抜」のタスキは町から協会へとリ
レーされた。
　そして今、音楽を愛し、地域を愛する住民
自らがその伝統を継承し、新しい歴史の創造
に向け大きな一歩を踏み出したのである。

方の自治体は近年、厳しい財政事情
を強いられ、多くの町や村が自治体
再編の岐路に立たされている。本町

も例外ではなく、現在、行財政改革のまった
だ中にある。
　住民と行政が共に手を携え、知恵と力を結
集して地域をつくる、それが「協働のまちづ
くり」であり「地域力」である。協働とは、行
政ができないこと、持ちきれない部分を地域
が補完するものではない。あくまで住民が主
体的に行動を起こし、できない部分を地域や
行政が支援していくのが協働だ。

31

地

沢のマーチングは、世代をつなぐ縦
軸と地域を動かす横軸とをリンクさ
せることで、地域の一体感を醸成、

誰もが参加できる音楽、誰もが楽しめる音楽
をつくってきた。一方でそれは、家族や地域
のきずなが失われつつある中でコミュニ
ティー再生の役割も果たすなど相乗効果を発
揮してきた。
　藤沢をつくっているのは、ここに住み、生
きる人たちだ。音楽を愛し、夢を抱き、誇り
を持って未来へと向かうその姿は、本当にた
くましく見えた。そんな保護者や指導者とか
かわりながら育っていく子どもたちは、きっ
と、古里に誇りを持つだろう。もっと、古里
を好きになるだろう。ずっと、音楽を続けた
い、そう思うに違いない。　
　2007年11月３日�
　一本の指揮棒が振り下ろされた。一筋の音
が静寂を破り、軽快なリズムが刻まれていく。
やがてそれは躍動感あふれる「音楽」となって、
多くの人の心に感動を焼き付けていく�
　本質を極め続ける音楽は、理想郷を求め続
けるまちづくりと重ね合わせることができる。
金管・木管・打楽器が調和して美しいハーモ
ニーを奏でるように、男・女・子ども・大人
が、家庭・地域・町が、互いに個を認め合い、
融合していくことで、そこに価値や魅力が生
み出されていく。
　限りない夢を乗せ、共に奏でる未来への
ハーモニーは始まったばかり。藤沢という大
いなる舞台で、音楽の時はゆっくりと満ちて
ゆく�

特集　未来を奏でるハーモニー　完

藤
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　 本
質
を
極
め
続
け
る
音
楽
は

理
想
郷
を
求
め
、挑
み
続
け
る

ま
ち
づ
く
り
と
似
て
い
る

限
り
な
い
夢
を
乗
せ
て
共
に
奏
で
よ
う

未
来
へ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

未来を
奏でる
ハーモニー

特 集
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総合計画の基本構想を説明し
町の将来への意見求める

　

町
の
将
来
を
共
に
考
え
る「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」は
十
月
二
十
二
日
の
保
呂
羽

地
区
を
皮
切
り
に
二
十
七
日
ま
で
町
内
六

会
場
で
開
か
れ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
住
民
と
町
が
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
町
総
合
計
画（
基

本
計
画
）の
策
定
に
伴
い
開
か
れ
た
も
の
。

畠
山
博
町
長
ら
が
今
後
十
年
の
町
の
将
来

像
を
描
い
た
町
総
合
計
画
基
本
構
想
を
説

明
し
、
住
民
か
ら
率
直
な
意
見
や
提
言
を

求
め
ま
し
た
。

　

六
会
場
の
出
席
者
は
▽
保
呂
羽
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー（
二
十
二
日
）が
四
十
六

人
▽
大
籠
小
学
校（
二
十
三
日
）が
五
十
人

▽
黄
海
地
区
公
民
館（
二
十
四
日
）が
七
十

人
▽
新
沼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
二

十
五
日
）が
五
十
七
人
▽
徳
田
交
流
館（
二

十
六
日
）が
六
十
人
▽
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー（
二
十
七
日
）が
五
十
九
人
―
で
、
合

わ
せ
て
三
百
四
十
二
人
。

�今後の財政見通しはどうなっているか。

�歳入減の対策としてプロジェクトチームを

立ち上げた。その一つ、税使用料を見直すプ

ロジェクトチームは、現在一定の方向につい

て整理をしたところ。時期を確認して協議し

たいと考えている。

�合併した場合、町民病院はどうなるのか。

�合併では、それぞれ進めてきた良いところ

を集めるという視点も必要だと思う。町民病

院を核とした施策は、藤沢町の良いところで

あり、合併に生かすべきだ。その評価は間違

いなくいただいている。病院は入院外来をは

じめ周辺住民も利用する広域的施設であり、

きちんと対応していきたい。

�国営農地での新たな牧場が噂されているが

どのようなものなのか。公害対策は取られて

いるのか。

�現在事業が進んでいるのが、ふれあい牧場

計画。動物の放牧地として見学してもらう構

想で、放牧されるのは野生動物でも牛類、シカ、

ヒツジ、ヤギ、そしてキリンと聞いている。企

業が経営するため、問題が懸念される場合は

町が間に入って適切に対応する。

�小学校の統合はどこまで進んでいるか。

�新しい統合小学校は現在の藤沢中学校に、

新しい藤沢中学校は現在の藤沢高等学校の校

舎を利用する予定。同中学校は20年８月に

引っ越し、21年４月に使用開始の予定。１年

間の出生数は町全体でおよそ50人。１クラス

の定員は40人なので、２クラスにしかならな

い。将来的には新沼、黄海両小学校も単独で

存続できるかどうかは難しい状況だ。この機

会に子どもたちの教育環境を見つめてほしい。

�総合計画の策定に関し、各自治会が作成し

た「ミニ計画」の進捗状況はどうなっているか。

�前回の10カ年総合発展計画の事業進捗状況

は、83％の実施状況である。国も地方も財政

状況は厳しく、ハードからソフトへと中身が

変化してきている。共生社会のまちづくりを

進めるため自治会、地域、町があらためて計画

を見直すことが新しい総合計画の趣旨だ。

�主な質問と回答

保呂羽地区皮切りに町内６会場で
まちづくり懇談会

����������	

町内６会場で行われたまちづくり懇談会

町政課題の現状と総
合計画について語る
畠山博町長

　

町
か
ら
は
、
畠
山 
博 
町
長
と
沼
倉 
憲  
二 

ひ
ろ
し 

け
ん 

じ

副
町
長
、
岩
渕 
英  
生 
教
育
長
、
畠
山 
甲  
子 

え
い 

き 

き 

ね

 
義 
農
政
参
与
、
佐
藤 
和  
威  
治 
総
務
企
画
課

よ
し 

わ 

い 

ち

長
、
長
畑 
栄  
一 
財
政
課
長
が
出
席
。
町
議

え
い 
い
ち

会
か
ら
は
須
藤 
節  
男 
議
長
を
は
じ
め
、
多

せ
つ 

お

数
の
議
員
が
各
会
場
を
廻
り
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
参
加
者
か
ら
は
▽
合
併
の

行
方
▽
財
政
の
見
通
し
▽
行
財
政
改
革
の

内
容
▽
国
営
事
業
の
償
還
▽
住
民
の
負
担

増
▽
町
民
病
院
の
存
続
▽
合
併
賛
否
の
判

断
資
料
の
提
示
▽
税
・
使
用
料
の
見
直
し

▽
米
価
下
落
の
対
策
▽
小
学
校
の
統
合
計

画
▽
学
校
跡
地
の
活
用
方
策
―
な
ど
に
関

す
る
質
問
が
あ
り
、
畠
山
町
長
ら
が
丁
寧

に
答
え
ま
し
た
。



����������●�������

ベトナムの学生と町民が
交流を深める

　

町
国
際
交
流
協
会（
高
橋
義
太
郎
会
長
）

が
主
催
す
る「
第
十
二
回
日
越
教
育
交
流

事
業
」で
十
月
十
二
日
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
か
ら
五
人
の
学
生
が
来
町
し
、

二
十
一
日
ま
で
の
十
日
間
、
町
内
の
一
般

家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
日
本
の

文
化
や
生
活
を
学
び
ま
し
た
。

　

来
町
し
た
の
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
貿
易
大
学

の
女
子
学
生
で
、
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
ー
・
イ

エ
ン
・
ヴ
ィ
ー
さ
ん
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
ー
・

ゴ
ッ
グ
・
ラ
ン
さ
ん
、
ド
ー
・
ト
ゥ
ー

ン
・
ア
ィ
ン
さ
ん
、
チ
ン
・
テ
ィ
ー
・
キ

ム
・
オ
ア
ィ
ン
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
農
林
大
学

の
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
ー
・
キ
ム
・
イ
エ
ン
さ

ん
の
五
人
。

　

一
行
は
滞
在
期
間
中
、
町
内
の
一
般
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
▽
新
沼
小
、

藤
沢
中
と
藤
沢
高
で
児
童
・
生
徒
と
交
流

▽
ふ
じ
の
実
学
園
の
見
学
・
交
流
▽
げ
い

び
溪
、
中
尊
寺
、
大
籠
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

公
園
な
ど
の
史
跡
・
観
光
地
の
見
学
▽
町

内
の
福
祉
医
療
施
設
や
誘
致
企
業
の
見
学

�
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
十

七
日
に
行
わ
れ
た「
ベ
ト
ナ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」

に
は
、
同
協
会
員
や
町
民
ら
約
四
十
人
が

参
加
。
五
人
の
学
生
は
民
族
衣
装
の
ア
オ

ザ
イ
を
着
て
演
題
に
立
ち
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
画
像
を
写
し
な
が
ら
、
▽
ア
オ
ザ

イ
▽
ダ
ラ
ッ
ト
（
避
暑
地
）
▽
地
方
の
料

理
▽
花
▽
竹
―
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
や

生
活
、
植
物
に
つ
い
て
日
本
語
で
紹
介
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ベ
ト
ナ
ム
の
紅
茶
や
お
菓
子

な
ど
を
楽
し
み
、
笛
の
演
奏
、
歌
や
踊
り

な
ど
を
交
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
表
を
通
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
風
土
、
生
活
、
文
化
や

歴
史
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

日越教育交流事業で
ホーチミン貿易大と農林大の学生来町

藤沢高でお茶の作法を教えられながら抹茶を味わったベトナムの学生

千葉喜一郎さんに
経済産業省感謝状

国勢調査や農林業センサスなど
統計調査に��年間従事

　長年の統計調査に従事した統計調査員の千
葉喜一郎さん(72)＝西口字境＝に、このほど
経済産業省経済産業政策局調査統計部長から
感謝状が贈られました。
　千葉さんは昭和59年から統計調査員として、
各種統計業務に当たってきました。この間、
国勢調査５回、農林業センサス５回、工業統
計調査９回、事業所・企業統計調査３回など、
多くの調査に携わりました。こうした功績が
高い評価を受け、平成11年に岩手県統計協会
会長感謝状を、16年に岩手県知事感謝状を受
賞しています。
　千葉さんは「調査は一人ではできません。
皆さんの協力によってここまで務めることが
できました。感謝の気持ちでいっぱいです」
と喜びを話し、「これからも統計調査員とし
て、地域のために頑張っていきたい」と抱負
を語っていました。

24年間の統計業務に感謝状
が贈られた千葉喜一郎さん

����������	
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町
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催

の「
地
域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」は

十
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日

ま
で
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
な

ど
町
内
三
会
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

ス
ク
ー
ル
は
十
一
日
の
藤

沢
・
八
沢
地
区
を
対
象
と
し
た

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
、
十
八
日
は
保
呂
羽
・
大
籠

地
区
を
対
象
に
保
呂
羽
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
十
一
月

一
日
は
黄
海
地
区
を
対
象
に
黄

海
地
区
公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開

か
れ
、
合
わ
せ
て
百
八
十
人
の

町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
包
括

医
療
の
推
進
と
町
民
病
院
の
経

営
に
役
立
て
よ
う
と
平
成
六
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

町
民
病
院
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
ら
が
出
席
し
、
▽
町
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
現
状
▽

町
民
病
院
が
昨
年
度
か
ら
開
設

し
て
い
る
禁
煙
外
来
▽
公
開
勉

強
会
の
取
り
組
み�
な
ど
に
つ

い
て
説
明
、
住
民
か
ら
意
見
や

要
望
を
聞
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
参
加
者
は
、
健
康
運

動
指
導
士
の
藤
野
恵
美
さ
ん
＝

一
関
市
千
厩
町
＝
の
指
導
で
音

楽
に
合
わ
せ
た
健
康
運
動
で
体

を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル

で
は「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

と「
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改

善
」な
ど
に
つ
い
て
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を
学
ぶ

地
域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
を
開
催

　スポーツで活躍した町
民を表彰する町体育協会
（皆川珪一会長）の平成
19年度「栄光賞・奨励賞・
功労賞」の受賞者が決ま
りました。表彰式は10
月７日、第38回藤沢町民
総参加体育祭の開会式で
行われました。
　今年は全国中学ソフト
ボール大会に２年連続４
度目の出場を果たした藤
沢中学校ソフトボール部
など全国大会、東北大会、
県大会で優秀な成績を収
めた４団体、12人に栄光
賞と奨励賞が、スポーツ
振興に貢献された２人に
功労賞が贈られました。
受賞者は次のとおりです（敬称略）。
◎栄光賞
【ソフトボール】 ▽黄海スパーキッズ
（黄海小） ▽藤沢中学校ソフトボール
部 ▽菅原愛（花巻東高） ▽小野寺美貴
（同） ▽氏家春佳（同）
【硬式野球】 ▽伊藤厳（花巻東高） ▽岩
渕大（一関一高） ▽小野寺勇輔（同） ▽

佐藤大地（同）
【卓球】 ▽皆川朝（藤沢小）
◎奨励賞
【インディアカ】 ▽黄海インディアカ
同好会 ▽Ｍｉｘ藤沢
【綱引き】 ▽藤沢サンイチクラブ
【スキー】 ▽菅原圭太（盛岡農高）
【陸上競技】 ▽千葉智子
【ソフトボール】 ▽伊東美紀（宮城県
聖和学園高） ▽千葉ひかる（同）
◎功労賞

▽熊谷貞吉 ▽小山覚

生活習慣病の予防の予防の大切さなどを学んだナイトスクール

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」と
注
意

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
二
十
年
四
月
か
ら
、
四

十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
を
対

象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
や
保

健
指
導
を
行
う
こ
と
が
、
医
療

保
険
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ

と
を
上
げ
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
機
会
と
し
て「
積
極
的
に
受

診
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
仕
事
と
運
動

の
違
い
や
予
防
方
法
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
町
民

病
院
の
運
営
に
つ
い
て
▽
地
域

医
療
の
拠
点
と
し
て
町
民
病
院

存
続
▽
小
児
科
、
産
婦
人
科
、

眼
科
の
設
置
▽
診
療
体
制
の
充

実
―
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　

講
師
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
十

月
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
研
修

し
た
岩
手
看
護
短
大
の
松
木
瑞

枝
さ
ん（
三
年
）、
柏

葉
愛
美
さ
ん（
同
）と

下
田
真
実（
同
）さ
ん

の
三
人
。
研
修
の
一

環
と
し
て
住
民
の
健

康
教
育
を
担
当
し
た

三
人
は
、「
内
臓
脂

肪
型
肥
満
の
人
で
、

血
糖
・
脂
質
・
血
圧

が
や
や
高
い
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
併
せ

持
つ
状
態
が
続
く
と
、

動
脈
硬
化
や
心
臓
病

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
お
腹
が
出
て

き
た
、
血
糖
値
が
高

く
な
っ
た
、な
ど
の

変
化
を
見
逃
さ
な
い

栄
光
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
決
ま
る

町
体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

写真は２年連続４度目の全国大会出場
を果たした藤沢中学校ソフトボール部
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区
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ょ
ボ
ラ
が

40大
籠
小
に
ド
ッ
チ
ビ
ー
一
式
を
寄
贈

　第40区自治会の児童・生徒
18人と大人８人でつくるボラ
ンティアグループ「わんぱく
ちょボラ」(佐々木昭夫会長、
会員26人)は11月８日、地元
大籠小学校(堀籠智志校長、児
童37人)に遊具を寄贈しまし
た。
　同日は佐々木会長と事務局
の佐藤みえ子さんが同校を訪
問し、40区から同校に通う千
葉詩乃さん(４年)、千葉梨乃
さん(１年)、櫻田安希奈さん(
同)、及川竜一君(同)の４人と
共に、堀籠校長に目録を手渡
しました。
　寄贈した遊具は、ニュース
ポーツ「ドッチビー」の道具
一式。ドッチビーはフライン
グディスクを使ったドッヂボールに似た
競技。堀籠校長は「休み時間や体育の時
間に楽しく利用させていただきます」と
お礼の言葉を述べました。
　「わんぱくちょボラ」は、地域の子ども
たちの健全育成や世代間交流を目的に平
成14年に結成されたボランティアグルー
プです。活動の一環として17年からお盆
の時期に「チャリティー夏祭り」を開いて
おり、今回はその際行ったフリーマー
ケットや夜店の販売代金などで遊具を購
入しました。
　佐々木会長は「少子化で子どもが減り、
活動が難しくなっていますが、これから
も地域の宝である子どものために、活動
を継続していきたいですね」と話してい
ました。　

大籠小の堀籠校長に遊具一式の目録を
手渡す「わんぱくちょボラ」の会員たち

　
「
と
う
ほ
く
☆
地
域
を
守
る

防
災
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
7
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）の
最
終

審
査
は
九
月
十
六
日
、
一
関
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
本

町
の
第
二
十
四
区
自
主
防
災
部

が
第
二
位
に
当
た
る
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
カ
ス
リ

ン
・
ア
イ
オ
ン
台
風
六
十
年
事

業
の
一
環
。
一
次
審
査
を
通
過

し
た
十
一
団
体
が
、
防
災
や
防

犯
な
ど
日
ご
ろ
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
を
事
例
発
表
し

ま
し
た
。

と
う
ほ
く
防
災
コ
ン
テ
ス
ト
で

第　

区
自
主
防
災
部
が
見
事
優
秀
賞

24

　

同
自
主
防
災
部
は
自
治
会
を

基
盤
と
す
る
自
主
防
災
組
織
で
、

十
七
年
四
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

自
然
豊
か
な
秋
の
風
景
眺
め
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

　
「
第
十
四
回
健
康
ふ
れ
あ
い

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」は
十
月
二
十

一
日
、
徳
田
交
流
館
を
発
着
点

と
す
る
約
五
㌔
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
下
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者

や
家
族
連
れ
な
ど
が
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
自
然
に

触
れ
な
が
ら
健
康
増
進
を
図
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
。
今
年
は
過
去
最
高

の
二
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
収
穫
を
終
え
た

田
ん
ぼ
や
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
地
元
か
ら
豚
汁

が
振
る
舞
わ
れ
、
お
腹
を
満
た

し
な
が
ら
参
加
者
同
士
の
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

た
。
以
来
▽
避
難
訓
練
▽

救
命
講
習
会
▽
炊
き
出
し

訓
練
▽
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
図
上
訓

練
）�
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
、
住
民
意
識
の
高
揚

と
自
主
防
災
力
の
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

佐
藤 
幸  
生 
さ
ん
は「
今
後

こ
う 

き

も
地
域
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
、
み
ん
な
で
頑
張

り
ま
す
」と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

優秀賞の賞状を受け取る佐藤幸生さん(左)と首藤正男さん(中)

さわやかな秋晴れの下、自然に触れ
ながらウオーキングを楽しむ参加者
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畠
山
博
町
長
と
菊
地
庸
夫
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
は
十
月
十

二
日
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

が
い
る
六
世
帯
を
訪
問
し
、
本

人
と
家
族
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
本
人
の
激
励

は
も
と
よ
り
介
護
に
当
た
る
家

族
も
励
ま
そ
う
と
、
町
と
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
毎
年
秋
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

訪
問
先
で
畠
山
町
長
と
菊
地

会
長
は
、
寝
た
き
り
の
生
活
を

送
る
お
年
寄
り
と
介
護
す
る
家

族
の
生
活
状
況
や
体
の
調
子
な

ど
を
聞
き
、
介
護
用
品
と
バ
ス

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
と
家
族
訪
問

健
康
気
遣
い
介
護
を
激
励
す
る

納
税
で
作
ろ
う
守
ろ
う
僕
ら
の
町
を

特
賞
は
藤
沢
中
佐
藤
綾
美
さ
ん

　町と町納税貯蓄組合連合会が
主催する｢19年度小中学生の税
についての習字・標語コンクー
ル｣の審査会は10月11日、町役
場で行われ、入選作品が決まり
ました。
　特賞は、習字半紙の部が田島
妃優さん（徳田小４年）の「納税」、
条幅の部が小野詩織さん(藤沢
小６年)の｢税金完納」、標語の
部が佐藤綾美さん（藤沢中３年）
の｢納税で　作ろう　守ろう　
僕らの町を｣の３点でした。入
選者は次のとおりです。
◎半紙(小学３・４年)

▽特賞＝田島妃優(徳田４年） ▽

金賞＝佐藤正樹（徳田４年) ▽銀
賞＝村上結月(新沼３年) ▽同＝
千葉馨太(藤沢４年) ▽銅賞＝皆
川虎之介(新沼３年) ▽同＝立身美穂(藤沢４
年) ▽佳作＝首藤沙英(大籠３年) ▽同＝千葉
緋奈(徳田４年)
◎条幅(小学５・６年)

▽特賞＝小野詩織(藤沢６年) ▽金賞＝畠山
涼(徳田５年) ▽銀賞＝佐藤美奈子(徳田６年
) ▽同＝伊藤涼子(保呂羽６年) ▽銅賞＝小野
寺香奈(保呂羽六年) ▽同＝菅原三鈴(同６
年) ▽佳作＝菊池萌瑛(徳田６年) ▽同＝小松
遥香(同５年)
◎標語(中学生)

▽特賞＝佐藤綾美(藤沢３年) ▽金賞＝佐藤
真子(同１年) ▽銀賞＝三浦克也(同３年) ▽

同＝皆川萌(同３年) ▽銅賞＝山本和生(同２
年) ▽同＝菊地和香奈(同１年) ▽佳作＝菅原
綾華(同１年) ▽同＝千葉息吹(同１年) ▽同
＝千葉祐莉奈(同２年) ▽同＝宮崎煕久(同３
年) ▽同＝小野寺美和(同３年) ▽同＝片倉由
美子(同３年)

税についての習字と標語を審査する審査委員

タ
オ
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
砂
子
田
字
新
城
沢

の
菊
地
潔
さ
ん
方
で
は
、
三
年

明
日
を
築
く
町
産
業
文
化
祭
で

大
勢
の
町
民
が
文
化
の
秋
を
楽
し
む

　
「
文
化
祭
」と「
農
業
祭
」か
ら

な
る
十
九
年
度「
明
日
を
築
く

藤
沢
町
産
業
文
化
祭
」は
十
一

月
三
、
四
の
両
日
、
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
い
わ
い
東
藤

沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
文
化
祭
で
は
絵
画
、
写
真
、

菊
花
、
盆
栽
、
書
道
、
陶
芸
、

手
芸
な
ど
約
二
千
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
文
化
財
展
、

防
災
展
、
工
業
展
、
国
際
交
流

展
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
わ
い
東
藤
沢
営
農
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
農
業
祭
で

は
、
農
産
品
評
会
、
神
楽
団
体

の
演
技
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ほ
ど
前
か
ら
寝
た
き
り
生

活
を
送
る
潔
さ
ん（
七

二

）、

妻
梅
子
さ
ん（
七

〇

）、
母
や

す
子
さ
ん（
九

二

）の
三
人
を

「
寒
く
な
っ
て
き
ま
す
の

で
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
」「
家

族
で
支
え
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
気

遣
っ
て
い
ま
し
た
。

訪問先の菊地さん方
で、寝たきり生活を
送る潔さんに介護用
品を手渡しながら、
健康を気遣う畠山町
長と菊地会長

ＪＡいわい東藤沢営農センターに、所
狭しと並べられた生産者自慢の農産物
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町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
及

川
平
一
会
長
）の
第
二
十
四
回

藤
沢
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
は
十

月
二
十
七
日
、
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
連
合
会
の

会
員
ら
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
層
の
充
実
と
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
同
連
合
会
と
町
内

単
位
ク
ラ
ブ
、
関
係
機
関
・
団

体
な
ど
か
ら
約
四
百
五
十
人
が

参
加
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
及

川
会
長
は「
激
動
の
時
代
を
生

き
抜
い
て
き
た
経
験
と
能
力
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
社
会

と
の
か
か
わ
り
を
深
め
な
が
ら

連
合
会
の
活
動
を
推
進
し
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ク
ラ
ブ
の

運
営
や
芸
術
・
文
化
な
ど
の
取

り
組
み
に
貢
献
し
た
五
人
の
役

員
と
八
人
の
会
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
畠
山
博
町
長

と
須
藤
節
男
町
議
会
議
長
が
祝

辞
を
寄
せ
、
最
後
に
▽
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
▽
友

愛
▽
世
代
間
交
流
▽
趣
味
・
教

養
活
動
▽
社
会
参
加
の
推
進�

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
大
会
宣

言
を
行
っ
て
、
一
層
の
発
展
を

誓
い
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
終
了
後
は
、

同
連
合
会
が
主
催
す
る「
は
つ

ら
つ
シ
ル
バ
ー
劇
場
」も
開
か

れ
、
会
員
た
ち
は
コ
ー
ラ
ス
、

舞
踊
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
第
十
一
回
金
婚
を
祝
う
会
」は

十
一
月
九
日
、
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス

み
な
こ
う
で
開
か
れ
、
金
婚
を

迎
え
た
カ
ッ
プ
ル
が
関
係
者
の

祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

祝
う
会
に
は
、
対
象
と
な
る

四
十
六
組
の
う
ち
三
十
三
組
の

夫
婦
が
出
席
。
当
祝
者
を
代
表

し
て
千
葉
隆
一
さ
ん
・
と
し
子

さ
ん
夫
婦（
四
十
一
区
）に
畠
山

博
町
長
か
ら「
宝
」の
字
を
揮
ご

う
し
た
色
紙
な
ど
の
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
祝
者
を
代
表
し
て
謝
辞
に

立
っ
た
熊
谷
孝
さ
ん
・
衣
子
さ

ん
夫
婦（
二
十
三
区
）は「
結
婚

か
ら
五
十
年
。
無
事
金
婚
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

十
年
、
三
十
年
と
長
生
き
す
る

こ
と
が
町
へ
の
恩
返
し
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し

連
合
会
の
発
展
と
活
動
の
推
進
誓
う

連合会の一層の発
展と会員の活動の
推進を誓った町老
人クラブ連合会の
老人クラブ大会

町内在住の金婚カップル33組が
出席した「第11回金婚を祝う会」

い
つ
ま
で
も
健
康
で
仲
む
つ
ま
じ
く

金
婚
の
カ
ッ
プ
ル　

組
を
祝
う

33

��年金額はいったい
いくらになるのでしょうか？

シリーズ[平成年金事情]�連載�

[問]町民課住民福祉係�63-2111内線254まで

��保険料納付期間が原則40年あ
る場合は、年額79万2,100円にな
りますが、未納期間や免除期間な
どがある場合にはその期間に応じ
て減額されます。

国 民 年 金

老齢基礎年金額
79万2,100円(年額)

保険料免除期間や未納期間がある場合

79万2,100円×(「保険料納付済月数」＋「全
額免除月数×1/3」＋「４分の３免除月数×
1/2」＋「半額免除月数×2/3」＋「４分の１免
除月数×5/6」)÷40年(昭和16年４月１日
以前に生まれた人は昭和36年４月１日から
60歳になるまでの年数)

保険料納付済期間とは？

第１号被保険者として保険料を納めた期間や
第２号被保険者、第３号被保険者期間など

20歳 60歳

保険料40年全納

納付35年

未納５年

全額免除
15年

納付25年

未納15年 納付25年

＝満額×40/40
＝792,100円

＝満額×25/40
＝約495,000円

＝満額×(25＋15×1/3)/40
＝約594,000円

＝満額×(35＋5)/40
＝792,100円

■保険料納付済期間に応じた老齢基礎年金の計
算方法の例　＊実際には月単位で計算

任意加入５年
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　徳田小学校(佐藤せつ子校長、児童45人)の「チャレン
ジデー」は11月９日、同校で行われ、児童たちが舞台発
表や野外調理に挑戦しました。
　チャレンジデーは「総合的な学習の時間」の一環。１か
ら６年を縦割りで８つの班に編成し、班ごとにメニュー
を考え、すべて手作りしました。調理の後は、出来上
がった料理を審査する「料理コンテスト」も行われ、力作
に歓声が上がっていました。この日は保護者や地域の皆
さんを招待しており、料理を囲んで交流を深めました。
　なお、料理に使ったニンジン、ピーマン、ジャガイモ
などは、同校実習畑で児童が育て収穫したものです。

自分たちが育てた食材を使って調理する徳田小の児童たち

徳田小の�チャレンジデー�
野外で手作り料理振る舞う

地域のお年寄りから「縄ない」を教わる黄海小の児童

　黄海小学校(櫻井博勝校長、児童104人)の収穫祭は
11月10日、同校で行われ、児童、教職員、父母や地域
住民が同校実習田で育てたコメの収穫を喜びました。
　同日は恒例のもちつきで収穫を祝い、もち料理を囲ん
で交流を深めました。また、収穫祭に合わせ、お年寄り
たちから「昔遊び」「たこ作り」「サツマイモ料理」「縄ない」
などを教わったほか、児童有志が所属する「二日町祭神
太鼓」の勇壮な演奏も披露され、学校には一日中歓声が
響いていました。
　今年は９月下旬に稲刈りが行われ、精米で約370㌔
が収穫されています。

収穫の喜びみんなで味わう
黄海小学校恒例の�収穫祭�

�校舎の前でよさこいソーラ
ンを踊る生徒たち�体育館で
行われたもちつき�敷地内に
建立された「遂志の碑」

　県立藤沢高校(大鹿糠文行校長、生徒29人)の「藤高
祭」は10月28日、「煌(きらめき)～終幕からのプロ
ローグ」をテーマに同校で開かれました。今年の藤高
祭は来春、県立千厩高校と統合する同校最後の文化祭。
生徒や保護者、教職員が一体となって展示発表やス
テージイベントなどに取り組み、思い出を刻みました。
　開会を告げるよさこいソーランは、全校生徒29人
が参加。慣れ親しんだ校舎をバックに、威勢のよいか
け声とダイナミックな演舞を披露しました。体育館で
は恒例のもちつきが行われ、生徒と保護者が息を合わ
せてついた出来たてのもちが訪れた人らに振る舞われ
ました。午後は政治家をパロディーにしたコントでお
なじみのお笑い集団「ザ・ニュースペーパー」の公演が
行われ、会場を沸かせました。
　同日は閉校記念碑の除幕式も開催。記念碑は同校同
窓会、ＰＴＡなどで組織する「藤高を讃える会」が敷地
内に建立したもので、郷土の俳人高橋東皐が残した書
にちなんで「遂志の碑」と命名されました。同窓会長の
小野寺君雄さん＝保呂羽字口舟＝は「藤高で学んだこ
とを大事に頑張ってほしいと」後輩たちにエールを贈
りました。

藤沢高校で最後の「藤高祭」
よさこいの演舞など多彩に

�

�

�
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　第28回東磐井地域中学校ソフトテニス新人大会
は10月６日、一関市千厩町の清田テニスコートで
開かれ、藤沢中テニス部が２部門で優勝するなど、
大活躍しました。
　大会は、各学年男女別のダブルスで競技が行われ、
１年男子の部(16ペア参加)で三浦怜君・佐々木大輝
君ペアが優勝、２年男子の部(36ペア参加)で伊藤
洸君・千葉裕介君ペアが優勝、１年女子の部(21ペ
ア参加)で沼田咲希さん・菅原綾華さんペアが準優勝
しました。
　藤沢中テニス部は、今年の中総体でも県大会出場
を果たすなど、最近、めざましい活躍を見せていま
す。３年生が引退した後も監督やコーチの指導の下、
猛練習を重ねてきました。
　男子の佐川司コーチは「生徒たちは日ごろの練習
成果を発揮してくれたと思います。　最終目標は県
大会出場。一関地区はレベルが高いので、冬場の練
習が勝負だと思っています」と気を引き締めていま

東磐井地域中学校ソ
フトテニス新人大会
で、優勝二つ、準優勝
一つと大活躍を見せ
た藤沢中の男女選手
たち

東磐井中学ソフト新人大会
藤沢中が２部門制覇の活躍

す。女子の片倉紀子コーチは「３年生が抜
けて、自分たちがどうしたらいいか迷いの
時期にありましたが、この大会でいい結果
が残せました。これをバネに一層のステッ
プアップをしてほしいです。テニスを通じ
て人間的にも成長することを願っていま
す」と期待を込めていました。

　新沼小学校(佐々木敏男校長、児童62人)の児童、父母、
教職員は10月27日、同校で行われた学習発表会で総勢
130人の大合唱を披露しました。
　親子合唱は「子どもたちと歌いたい」という父母らの願
いが実現したもので、この日のために３カ月間練習を重
ねてきました。演目は３曲。お父さんたちが「明日晴れ
るかな」を、お母さんたちが「負けないで」を、そして最後
に親子全員で「ビリーブ」を披露。歌や指揮はもちろんギ
ター、ベース、ドラムなどの演奏も父母らが結成したバ
ンド(ＯＤＥＮＮ)が担当しました。　
　４年一磨さんの母で「こどもとうたい隊」実行委員会の
小野寺ゆかりさん＝砂子田字新田＝は「親子で楽しむこ
とができて楽しかったです。いい思い出になりました」
と充実感にあふれていました。

歌声合わせて親子が一つに
新沼小親子が大合唱を披露

バンドＯＤＥＮＮの演奏に合わせて歌う新沼小の親子合唱

　今年統合４年目となる藤沢中学校(熊谷隆校長、生徒
272人)の19年度文化祭は10月27日、同校で行われ、展
示や発表などを通して日ごろの学習成果を披露しました。
　このうち午後１時半から行われた合唱コンクールには、
全校生徒が出演。学年合唱、クラスごとの合唱、そして圧
巻の全校合唱で自慢の歌声を披露しました。
　この日のために、数週間前から連日練習を重ねてきた生
徒たちは、練習の成果を十分に発揮し、息の合った美しい
ハーモニーで、会場に詰めかけた父母ら大勢の観客を魅了
していました。主な結果は次のとおりです。
[合唱の部金賞] ▽１年Ｂ組 ▽２年Ｃ組 ▽３年Ｂ組
[指揮者賞] ▽佐藤汐里(１年) ▽熊谷璃紗(２年) ▽佐々木香
澄(３年)[伴奏者賞] ▽伊藤茜(１年) ▽藤愛咲(２年) ▽皆川
萌(３年) ▽小山佑子(３年) ▽三浦克也(３年)

藤中文化祭合唱コンクール
息の合ったハーモニー披露

大迫力の合唱を披露した３年生全員による学年合唱
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11月は藤沢幼稚園・保育園のお友達の絵です

畠山 瑞  紀 くん
みず き

たのしかったリンゴがり

佐竹　 萌 ちゃん
もえ

みんなですべろうすべりだい

畠山 梨  奈 ちゃん
り な

おちばといっしょにたのしいね

橋本 美  月 ちゃん
み つき

かわいいリンゴのき

高山 天  杜 くん
あま と

リンゴがいっぱい

畠山 悠  太 くん
ゆう た

どのリンゴにしようかな

はづき句会／徳田小学校
　
【
俳
句
】
は
づ
き
句
会　

題
・
新
米

　
【
俳
句
】
徳
田
小
学
校

新
米
に
父
母
の
笑
顔
の
並
ぶ
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

及
川
や
ち
よ

新
米
を
味
は
ふ
命
長
ら
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
千
八
子

減
反
に
揺
る
る
新
米
初
出
荷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

清
信

新
米
を
諸
手
掴
み
に
研
ぎ
あ
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　

照
井　

京
子

吾
が
な
せ
る
新
米
の
味
確
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

明
渓

仏
前
に
新
米
刺
身
酒
少
量　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

文
枝

納
屋
の
灯
に
高
く
積
み
た
る
今
年
米　
　
　
　
　
　
　

千
葉
浅
沙
男

あ
さ
が
お
の
小
さ
い
花
が
か
わ
い
い
な　
　
　

一
年　

星　
　

賢
都

秋
の
山
か
れ
葉
が
か
さ
か
さ
お
ど
っ
て
る　
　

二
年　

千
葉　

早
貴

も
み
じ
が
り
ま
っ
か
な
夕
日
に
に
て
い
る
よ　

三
年　

千
田
明
日
香

帰
り
道
秋
の
味
覚
だ
目
に
い
っ
ぱ
い　
　
　
　

四
年　

千
葉　

緋
奈

鉄
棒
に
整
列
し
て
い
る
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　

五
年　

小
松　

遥
香

稲
刈
り
で
バ
ッ
タ
と
格
闘
稲
穂
ゆ
れ　
　
　
　

六
年　

星　
　

裕
士
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情報広場情報広場

藤沢町図書館から
11月のおすすめ図書

[開館時間]９時30分～17時
30分[休館日]毎週日・月曜、
年末年始、祝日
[問い合わせ]藤沢町図書館
�0191(63)5515

　

公
共
図
書
館（
国
、
地
方

自
治
体
が
設
置
）は
、
無
料

で
本
や
資
料
を
利
用
で
き
る

施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
の
お
手
伝
い
や
情
報
提

供
の
場
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
上
手
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
専

用
の
パ
ソ
コ
ン
が
二
台
あ
り

ま
す
。
利
用
者
登
録
を
す
れ

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　

町
図
書
館
に
は

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

�行事のお知らせ�

わくわく
おはなしクラブ
��月��日������������
文化交流センター音楽室

[内容]
アニメビデオ
読み聞かせ

＊詳しくは町図書館まで

ば
、
一
時
間
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

②
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

読
み
た
い
本
、
探
し
て
い

る
資
料
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
藤
沢
町

図
書
館
に
な
い
場
合
は
、
県

立
図
書
館
や
近
隣
図
書
館
か

ら
借
り
ら
れ
る
ほ
か
、
国
会

図
書
館
か
ら
も
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
し
い
本
は

予
算
に
応
じ
て
。
随
時
購
入

し
ま
す
。

わたしはちかこ。トマトとみか
んとパンがすき。パパとママが
おしごとにいってるひるまは、
おひいさんとおばあさんがあそ
んでくれるの。えほんをよむの
がすき。テレビは「からだであ
そぼ」をみるよ。「ほねほねワル
ツ」はだいのおきにいりで、
いっしょにおどっちゃう。さい

きんね、ママのおけしょうポー
チをいたずらしちゃう。だって
おんなのこだもん。おふろはパ
パとママと３にんではいるの。
へへ、なかいいでしょ。

ちば・ちかこ　平成18年６月生まれ
黄海字鬼田　健一さん・由紀さん夫妻の長女

千葉智香子ちゃん

わが子の「初めて」を見逃さないよ
うにしています。健康で思いやり
のあるやさしい子になってね。

両親から一言

③
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

調
べ
も
の
の
お
手
伝
い
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
回
答
を

ズ
バ
リ
お
答
え
す
る
の
で
は

な
く
、
手
が
か
り
と
な
る
資

料
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

県
立
図
書
館
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
へ
の
依
頼
も
可
能
で
す
。

こぐまのルルはもうすぐお姉ちゃん。
「もしもね、あかちゃんが好きにな
れなかったら返してもいい？」とパ
パに尋ねます。妹や弟が生まれる前
の喜びと、少し不安な気持ちが伝わ
ります。
（いのちのことば社フォレストブックス）

◎幼児

あかちゃんがうまれても
わたしのことすき？

リサ・Ｔ・バーグレン作/ローラ・Ｊ・ブライアント絵

エルマおばあさんが、ガンの告知を
受けてから死に至るまでのプロセス
をカメラのレンズを通してしっかり
伝えています。「子どもに死をどう
教えたらいいのか」を考えながら、
親子で読んでみてはいかがでしょう
か。

(小学館）

◎小学生

さよなら
エルマおばあさん
大塚敦子　写真／文

父親の転勤で家族は引っ越しますが、
中学生の爽子は、３学期が始まるま
での２カ月間を「十一月荘」に下宿す
ることに。住人は建築士の女性、小
学１年生の女の子と母親、管理人さ
ん。秋の終わり、静かで新しい家族
生活が始まりました。

(リブリオ出版）

◎中学生から

十一月の扉

高楼方子作

名作『大地』でピューリッツァー賞と
ノーベル文学賞を受賞した著者には、
知的障害の娘がいました。発育の遅
れの原因を追求して、米国中の医師
を訪ね歩き、長い苦悩の末に子ども
のあるがままを受入れるまでの心境
が、研ぎ澄まされた文章でつづられ
ています。原題は『The Child Who 
Never Grew』。

(法政大学出版局）

◎一般

母よ嘆くなかれ
 [新訳版]

パール・バック著／伊藤隆二訳
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「語ってみっぺし明日のこと」
第24回ふじの実祭でフォーラム

皆さんの協力に心から感謝

●文・写真　ふじの実学園

　
「
第
二
十
四
回
ふ
じ
の
実
祭
」は

十
月
六
日
、「
み
ん
な
で
語
っ
て

み
っ
ぺ
し　

明
日
の
こ
と
」を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
ふ
じ
の
実
学
園

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
の
企
画
と
し
て「
働
く
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
沼
地
区

自
治
会
協
議
会
会
長
の
菅
原
伸
昌

さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人

の
佐
々
木
筋
子
さ
ん
、
保
護
者
会

長
の
武
田
勝
明
さ
ん
、
利
用
者
代

表
の
佐
藤
雄
子
さ
ん
や
卒
園
者
の

藤
代
生
巳
夫
さ
ん
ら
九
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
を
招
き
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

「
頑
張
っ
て
早
く
仕
事
に
就
き
た

い
」「
た
く
さ
ん
給
料
が
も
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
」な
ど
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
堂
々
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
働
く
こ
と
が
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
や
自
信
、
明

日
の
希
望
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
利
用

者
の
家
族
の
一
人
は「
家
に
帰
っ

て
く
る
と
ね
、
�
は
い
こ
れ
、
お
小

遣
い�
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。�
い

い
か
ら�
っ
て
言
っ
て
も�
い
い
か

ら
お
財
布
に
入
れ
と
い
て�
っ
て
。

い
つ
の
間
に
か
も
ら
う
側
に
な
っ

て
い
る
な
ん
て
ね
」と
成
長
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

佐
藤
寿
恵
さ
ん
さ
と
う
・
と
し
え　

徳
田
字
大
望
沢

　

歳　

Ｂ
型　

お
う
し
座　

調
理
師
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県
立
磐
井
病
院
で
調
理
師

と
し
て
働
く
寿
恵
さ
ん
。
趣

味
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
の
小

物
作
り
。
エ
コ
バ
ッ
ク
を

作
っ
て
友
達
に
贈
り
、
喜
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

特
技
は
料
理
や
お
菓
子
作

り
。
製
菓
衛
生
師
の
資
格
も

持
つ
寿
恵
さ
ん
は
、
店
頭
に

並
ん
で
い
る
よ
う
な
本
格
的

な
ケ
ー
キ
や
洋
菓
子
を
自
宅

で
作
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。
仕

事
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
に
引
け

を
取
ら
な
い
盛
り
付
け
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
な
寿
恵
さ
ん
。
理

想
の
男
性
は「
父
の
よ
う
な

人
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

☆
性
格　

人
に
流
さ
れ
な
い

☆
休
日　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
に
行
く

☆
マ
イ
ブ
ー
ム　

Ｄ
Ｓ
ゲ
ー

ム「
逆
転
勝
利
」

☆
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

Ｒ
Ｉ
Ｐ　

Ｓ
Ｌ
Ｙ
Ｍ
Ｅ

☆
結
婚　

父
が
泣
か
な
け
れ

ば
今
す
ぐ
に
で
も

特
技
は
料
理
と
お
菓
子
作
り

見
た
目
も
中
身
も
一
級
品
で
す

「語ってみっぺし明日のこと」と題し行われたフォーラム
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みなかわ・よういち
1948年藤沢町生ま
れ。深萱の昔とうふ工
房代表。藤沢野焼祭実
行委員会実行委員長。
藤沢町民劇団団長。好
きな言葉は「天衣無縫」、
自分の宝は「夢」。たく
さんありすぎて一つや
二つ失っても挫折しな
いから。黄海字西深萱
在住、58歳

連

ラ
ム

載
コ

������

����������●�������

情報広場情報広場

  
「
最
近
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
す
ご
い

で
す
ね
」「
本
当
だ
、
今
に
水
よ
り
高
く

な
る
ぞ
」「
水
よ
り
っ
て
、
あ
の
水
で
す

か
」「
そ
う
だ
よ
、
他
に
ど
ん
な
水
が
あ

る
っ
て
」「
洋
一
つ
ぁ
ん
、
い
っ
つ
も
変

な
ご
と
言
う
け
ど
今
回
は
特
に
変
で
す

よ
。
水
が
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
高
い
わ
け
な

い
で
し
ょ
う
」「
そ
ん
な
ご
ど
な
い
だ
ろ

う
、
ガ
ソ
リ
ン
は
リ
ッ
タ
ー
百
五
十
円

く
ら
い
だ
ろ
う
。
自
販
機
で
売
っ
て
る

水
は
五
〇
〇
ミ
リ
㍑
で
百
円
以
上
す

る
ぞ
。
リ
ッ
タ
ー
換
算
で
軽
く
二
百
円

は
超
え
る
よ
」「
だ
っ
て
あ
れ
は
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
す
よ
」「
な
に
も
英
語

で
言
っ
た
が
ら
っ
て
高
く
す
る
ご
ど
な

い
だ
ろ
う
、
所
詮
水
は
水
だ
ろ
う
。
そ

れ
が
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
高
か
っ
た
り
、
ま

し
て
牛
乳
よ
り
水
が
高
か
っ
た
り
す
る

ん
だ
ぞ
」「
そ
れ
は
普
通
で
す
よ
。
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
す
か
ら
」「
だ
か
ら

な
ん
な
ん
だ
。
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
高
い
水
、

牛
乳
よ
り
高
い
水
、
世
の
中
狂
っ
て

る
」「
洋
一
つ
ぁ
ん
、
な
ん
に
怒
っ
て
ん

お
金
を
払
っ
て
水
を
買
う
時
代
。

世
の
中
狂
っ
て
る
。
製
品
よ
り
原
料
が
高
い

で
す
か
。
ガ
ソ
リ
ン
が
高
い
こ
と
で
す

か
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
高
い
こ

と
で
す
か
」「
あ
の
な
、
そ
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
言
い
方
な
ん
と
か

な
ん
な
い
の
か
。
よ
う
は
水
だ
ろ
う
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。
水
は
水

で
す
が
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
は
ミ

ネ
ラ
ル
が
入
っ
て
ま
す
か
ら
」「
ど
こ
で

区
別
す
ん
の
や
」「
書
い
て
あ
る
で
し
ょ
、

容
器
に
」「
あ
ぁ
あ
、
お
ま
え
と
話
す
ん

の
や
ん
た
な
。
日
本
の
消
費
者
の
縮
図

み
た
い
な
や
つ
と
。
容
器
の
表
示
だ
け

で
も
の
ご
と
の
判
断
す
る
、
だ
か
ら
食

品
の
偽
物
が
出
回
っ
た
り
牛
乳
よ
り
高

い
水
を
平
気
で
買
っ
た
り
す
る
や
つ
が

い
る
ん
だ
。
あ
ぁ
や
だ
や
だ
」「
そ
ん
な

に
大
げ
さ
に
言
う
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
変
だ
と
思
っ
て
な
い

で
す
よ
。
そ
ん
な
こ
と
思
う
の
宇
宙
で

洋
一
つ
ぁ
ん
く
ら
い
で
し
ょ
う
」「
そ
れ

こ
そ
大
げ
さ
に
来
た
な
。
い
い
か
牛
乳

の
原
料
は
な
ん
だ
」「
原
料
っ
て
？　

牛

で
し
ょ
う
」「
あ
の
ね
、
牛
乳
の
原
料
は

水
な
の
。
だ
か
ら
製
品
の
牛
乳
よ
り
原
料

の
水
が
高
い
の
に
お
れ
は
怒
っ
て
ん
の
」

「
で
も
あ
れ
は
水
道
水
で
し
ょ
う
。
高
い

の
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
す
か
ら
」

「
飲
ん
で
ど
こ
が
違
う
の
や
。
こ
っ
ち
は

ミ
ネ
ラ
ル
な
ん
と
か
こ
っ
ち
は
水
道
水
わ

か
る
の
か
」「
だ
か
ら
容
器
に
書
い
て
…
」

「
な
に
が
買
い
て
あ
る
だ
。
で
そ
の
ミ
ネ

ラ
ル
っ
て
な
ん
な
の
や
」「
だ
か
ら
体
に
い

い
成
分
で
す
よ
。
あ
れ
、
洋
一
つ
ぁ
ん
知

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。
今
は
サ
プ
リ
メ

ン
ト
の
時
代
で
す
か
ら
」「
な
に
が
サ
プ
リ

メ
ン
ト
だ
、
意
味
も
知
ら
な
い
で
愚
衆
化

し
や
が
っ
て
。
い
い
よ
、
こ
れ
か
ら
な
ん

に
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
使
う
か
ら
う
ち
の
豆
腐

も
ミ
ネ
ラ
ル
豆
腐
。
こ
れ
で
一
丁
千
円
、

ど
う
だ
買
う
か
」「
買
い
ま
せ
ん
よ
。
そ
ん

な
名
前
だ
け
で
は
」「
ふ
〜
ん
、
見
ず
知
ら

ず
の
や
つ
が
作
っ
た
の
に
は
大
金
を
払
う

が
、
知
り
合
い
の
に
は
金
を
出
さ
な
い
の

ね
」「
水
知
ら
ず
で
な
い
で
す
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
」「
あ
あ
は
い
は
い
、
水
飲
ん

で
元
気
に
な
り
な
さ
い
」

10月12日の３歳６カ月児健診で、むし歯のなかった子どもたち
[問]保健センター��������ぼくわたしむし歯ないんだよ

(藤沢字板橋)

小山優斗くん
おやま・ゆうと

(大籠字奈良原)

首藤大輝くん
しゅとう・たいき

(黄海字小日形)

佐々木翼玖くん
ささき・たすく

(西口字玉川)

佐藤さくらちゃん
さとう・さくら

(黄海字箕ノ輪)

及川章子ちゃん
おいかわ・しょうこ

(黄海字町裏)

村上紫音ちゃん
むらかみ・しおん

(増沢字畑沢)

伊藤　諒くん
いとう・あきと
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����������●�������

休日の当番医�東地区�
電話番号地区医療機関月日

(71)2131大東吉田内科循環器科医院11月18日

(47)3898東山千葉内科医院　　23日

（75)2230大東小原医院　　25日

(53)2126千厩遠藤医院12月２日

(47)3898東山阿部医院　　９日

(43)3114川崎川崎弥栄診療所　　16日

※当番医は変更される場合がありますので、電話で確
認してからお出かけください

新年度の入園児を募集
12月14日まで申し込み

　20年度に町内の幼稚園・保育園に
入園を希望する幼児を募集していま
す。詳しくは下記まで。
■募集期限　12月14日�
■申し込み方法　所定の用紙に記入
の上、教育委員会または各園へ申し
込んでください。
[問]教育委員会学校教育課幼児教育
係�63-5302

■佐藤義雄さん(黄海字上中山)
　光栄荘の設備充実に役立ててと、
テレビ１台（５万円相当）が寄付され
ました
■徳田部落会(星健一会長)
　徳田保育園の設備充実に役立てて
と、石油ファンヒーター１台（４万
円相当）が寄付されました
■小野寺源一さん(黄海字八景下)
　町民病院の設備充実に役立ててと
金10万円が寄付されました
■岩渕ツネさん(黄海字古堂)
　まちづくりの推進に役立ててと金
100万円が寄付されました

20年１月16日�、２月13日�
いずれも午後１時30分から
■場所　岩手県立南光病院
■対象　うつ病の人とその家族
[問]保健センター�63-5304
または一関保健所�26-1415

農業所得収支計算・青
申説明会を開催します

　一関税務署は、下記日程で農業所
得収支計算と青色申告決算の説明会
を開催します。
[農業所得収支計算説明会]　
■日時　11月30日�
　　　　午前10時～11時30分
■場所　文化交流センター視聴覚室
[青色申告決算説明会]
�営業、不動産所得
■日時　12月13日�
　　　　午後２時～３時30分
■場所　藤沢町商工会館
�農業所得
■日時　12月13日�
　　　　午前10時～11時30分　
■場所　ＪＡいわい東藤沢支店
[問]一関税務署個人課税部門
�23-4207

国有林のモニターを募集
管理・運営に役立てます

　東北森林管理局は、国有林の管
理・経営に皆さんの声を役立てるた
め、下記のとおりモニターを募集し
ます。
■募集人員　48人
■募集期間　12月３日�～28日�
■任期　20年４月～21年３月
■内容　アンケートの回答、国有林
モニター会議の出席
■その他　応募方法、応募資格など
詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。
[問]東北森林管理局国有林モニター係
�018-836-2274/FAX018-836-2031

藤沢町の人口
前月比世帯数前月比人　口地　区

-11,045     -16　3,169藤　沢

　172162,573黄　海

-177312,480八　沢

　143271,461大津保

02,971-29,683計

-24,756男

04,927女

2007年11月1日現在

ありがとう
ございました

募集します

こんにちは赤ちゃん

熊谷　 蒼 太   (慎也・亜紀/黄海字西深萱)
そう た

伊藤　 博 貴   (昌紀・松子/増沢字柏木）
ひろ き

清水　 朝 陽   (崇・加奈/黄海字熊館）
あさ ひ

渋谷　 佳  蓮 (真之・由理/保呂羽字宇和田)
か れん

畠山　 遥  奈 (洋・恵/徳田字馬場)
はる な

伊東　 莉  玖 (直樹・幸恵/黄海字深田和)
り く

ご結婚おめでとう

後藤　広信・有紗(黄海字古堂)
佐藤　貴則・さゆり(藤沢字町裏)
畠山　　満・容子(徳田字馬場)
玉澤　桂太・蘭(新沼字石合)
及川　　悟・芳子(徳田字名生城)

お悔やみ申し上げます

千葉とら子　93　保呂羽字大沢田
千葉　禎治　83　藤沢字吉高
小野寺辰子　78　黄海字八景下
佐藤　一雄　85　藤沢字大平
小野寺　功　73　藤沢字黒石
菊地　良子　78　砂子田字前川原
和田　ゑみ　88　藤沢字榴
石川キクヨ　94　西口字東小戸沢
星　多喜子　74　藤沢字町
菊地たけ子　89　藤沢字町裏
玉澤　豊士　77　砂子田字境田
＊敬称略。届け出時に総合情報誌への掲載を
希望した人だけ載せています

藤沢町教育委員会

一関税務署

岩手南部森林管理署

お詫びと訂正

　本誌１0月号29ページ掲載の「保健福
祉コーナー」文中、インフルエンザ予防接
種の実施期間を平成20年３月31日と表記
しましたが、正しくは平成20年１月31日
の誤りでした。お詫びして訂正します。

戸籍の窓
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岩手県最低賃金が改定
９円アｯプ１時間619円

　岩手県最低賃金が、10月28日から
１時間額610円から619円に改定され
ます。パート、臨時、アルバイトな
どを含め、すべての労働者に最低賃
金以上の賃金が支払わなければなり
ません。現在の賃金額が改定された
最低賃金額を下まわっていないか
チェックしましょう。
「守ろう！確かめよう！この最低賃
金　岩手県最低賃金619円」
[問]岩手労働局賃金室
�019-604-3008

 �特別弔慰金�の請求は
20年３月31日までです

　第８回特別弔慰金の請求期限が近
づいています。遺族の皆さんは、平
成20年３月31日までに役場町民課に
請求してください。
　特別弔慰金は、戦没者等の死亡当
時の遺族で、平成17年４月１日に、
公務扶助料や遺族年金等を受ける人
がいない場合に、額面40万円、10年
償還の記名国債が支給されます。
■支給対象者は次の順位で遺族一人。
�弔慰金の受給権者�戦没者等の子
�戦没者等と生計関係があり、戦没
者等と氏が同じで�父母�孫�祖父
母�兄弟姉妹�前記�以外の�父母
�孫�祖父母�兄弟姉妹�前記�か
ら�以外の遺族で、戦没者等の死亡
時まで引き続き１年以上生計を有し
ていた三親等内の親族
[問]役場町民課住民福祉係
�63-2111内線258

心のサプリメント教室
うつ病理解と再発予防

　うつ病について理解を深め、再発
予防について学びます。
■日時　11月28日�、12月12日�、

ひまわり荘が営業廃止
ご利用は２月29日まで

　盛岡市繋の「ひまわり荘」が、利
用者の減少により経営を継続してい
くことが困難となったため、平成20
年３月31日で廃止することとなりま
した。なお、平成20年２月29日まで
通常営業します。
　長期にわたりご利用いただき、あ
りがとうございました。
[問]岩手県国民健康保険団体連合会
総務課�019-623-4322

産後８週間まで男性も
育児休業取得できます

　「育児は女性がするもの」と思って
いませんか。妻が専業主婦や産後休
業中でも、少なくとも産後８週間ま
では男性も育児休業を取得すること
ができます。
[問]岩手労働局雇用均等室
�019-604-3010

万一に備え小規模共済
と経営セーフティ共済

　 　
　個人事業主や会社等の役員の皆さ
ん、万一に備えて「小規模企業共済
制度」「経営セーフティ共済」に加
入しませんか。
■小規模企業共済制度
　個人事業主や会社等の役員が事業
をやめたり退職した場合に、生活安
定や事業再建の資金をあらかじめ準
備する制度で、小規模事業者の退職
金制度。特徴は次のとおり。
�税法上、掛金は全額所得控除。受
け取る共済金は、退職所得または公
的年金等の雑所得�受け取る共済金
の額は、個人事業の廃止で掛金を約
年1.5％相当で複利運用した額。ま
たは老人給付（年齢満65歳以上で納
付年数15年以上）で掛金を約年1.0％
相当で複利運用した額�急に事業資

金が必要になった場合、納付済掛金
から８～９割の範囲内で借り入れで
きます。
■経営セーフティ共済制度
　取引先の突然の倒産が原因で、経
営悪化の危機に直面してしまったと
きに資金を借り入れることができる
制度。
�無担保・無保証人で、積立金の10
倍(最高3,200万円)の範囲内で借り入
れできます�掛金は税法上、必要経
費または損金に算入できます
■申込先　商工会、商工会議所、金
融機関の本支店
[問]独立行政法人中小企業基盤整備
機構経営安定再生部
�03-5470-1540

建築確認の日数が延長
設計変更の検討早めに

　一昨年に発生した構造計算書偽装
事件により6月20日に「建築確認・検
査の厳格化」を柱とする建築基準法
等が一部改正されました。
　これに伴い建築確認に要する日数
が延長されました。建築主は、事前
に設計者と綿密な打ち合せの上、確
認申請をしてください。設計変更を
検討する場合は、工事スケジュール
の影響に十分留意してください。建
物により、構造審査の手数料が必要
です。
[問]県南広域振興局一関総合支局土
木部建築指導課�26-1418

インターネットを使い
登記の申請等が可能に

　盛岡地方法務局一関支局は、11月
26日�から不動産登記と商業・法人
登記のオンライン登記申請を取り扱
います。これにより、登記の申請や
登記事項証明書の請求は、インター
ネットを利用できるようになります。
請求された証明書は、郵送により交
付されます。
[問]法務省オンライン申請システム
「http://shinsei.moj.go.jp/」をご覧く
ださい。

お知らせ

岩手県国民健康保険団体連合会

開催します

保健センター

岩手労働局

岩手労働局

役場町民課

盛岡地方法務局一関支局

県南広域振興局一関総合支局

独立行政法人中小企業基盤整備機構
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�まちの総合情報誌ふじさわ11月号の印刷経費は１部71円です

巨人の小笠原選手のように
フルスイングが似合う打者になりたい

及川　航さん
おいかわ・こう　黄海小６年　黄海字川口沖

ぼくは野球が大好きです。黄海オールファイターズでファーストを
守っています。好きな選手は巨人の小笠原選手。フルスイングが
かっこよくて、ヒットもホームランも両方打てるところがすごいで
す。中学でも野球部に入り一生懸命練習して、将来はフルスイング
の似合うバッターになりたいです。


